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誰もが安心して暮らし続けられる街
－ 互いに支え助け合う「地域力」のあるまち －

　荒川区社会福祉協議会は、以下の 4 つを柱とする「あらかわ粋・活計画」

（荒川区地域福祉活動計画）に基づき、区民・団体・行政と連携・協働して、

「誰もが安心して暮らし続けられる街」の実現に向けて、地域福祉の推進に

取り組んでいます。
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事 業 報 告 
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令和６年度 社会福祉

法  人 荒川区社会福祉協議会 事業報告 

 

 

社会福祉事業区分 

 

 

地域福祉活動推進事業拠点区分 

 

 １．法人運営事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業の内容 実績等 

組織運営基

盤の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事会、評
議員会等の
開催 

 理事会、評議員会、監事会、評議員選任・解任委員
会を開催し、当会の運営・事業推進を図った。 

 

理事会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1回 

≪議案≫ 

1）令和 5年度事業報告及び決算について 

2）令和 6年度第 1回評議員会の開催について 

3）辞任等による評議員の改選に伴う新任評議員候補者 

  の推薦並びに令和 6年第 1回評議員選任・解任委員 

会の開催について 

≪報告≫ 

1）会長及び常務理事の職務執行状況について 

2）有価証券の運用状況について 

3）活動報告について 

第 2回 

≪議案≫ 

1）令和 6年度第 1回資金収支補正予算について 

2）辞任等による評議員の改選に伴う新任評議員候補者 

の推薦並びに令和 6年第 2回評議員選任・解任委員 

会の開催について 

3）令和 6年度第 2回評議員会の開催について 

≪報告≫ 

1）有価証券の運用状況について 

2）会長及び常務理事の職務執行状況について 

3）活動報告について 

第 3回 

≪議案≫ 

1）令和 7年度事業計画書について 

2）令和 7年度資金収支予算について 

3）令和 6年度第 2回資金収支補正予算について 

4）処務規程の一部改正について 

5）経理規程の一部改正について 

6）資金運用規程の一部改正について 

7）常勤職員就業規則及び荒川区立障害者福祉会館常勤 

職員就業規則の一部改正について 

日時：6 月 7日 

   14 時～ 

場所：サンパール荒川 

第 1集会室 

参加：17名 

 

 

 

 

 

 

日時：10月 31 日 

14 時半～ 

場所：サンパール荒川 

第 6集会室 

参加：17名 

 

 

 

 

 

 

日時：3 月 11 日 

14 時半～ 

場所：サンパール荒川 

第 2集会室 

参加：16名 

－ 3 －



 

大項目 小項目 事業の内容 実績等 

組織運営基

盤の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事会 8）非常勤職員及び臨時職員規程・荒川区立障害者福祉 

会館非常勤職員及び臨時職員規程の一部改正につい 

て 

9）職員給与規程の一部改正について 

10）非常勤職員及び臨時職員給与規程の一部改正につ 

いて 

11）育児・介護休業等に関する規程の一部改正につい 

  て 

12）感謝状贈呈規程の一部改正について 

13）苦情解決に関する規程の一部改正について 

14）名誉会長の任期について 

15）遺贈寄付の管理・運用について 

16）令和 6年度第 3回評議員会開催について 

≪報告≫ 

1）会長及び常務理事の職務執行状況について 

2）活動報告について 

評議員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1回 

≪議案≫ 

1）令和 5年度事業報告及び決算について 

2）理事の辞任等に伴う後任理事選任ついて 

≪報告≫ 

1） 活動報告について 

第 2回 

1）令和 6年度第 1回資金収支補正予算について 

2）理事の辞任等に伴う後任理事選任ついて 

≪報告≫ 

1）活動報告について 

第 3回 

≪議案≫ 

1）令和 7年度事業計画書について 

2）令和 7年度資金収支予算について 

3）令和 6年度第 2回資金収支補正予算について 

≪報告≫ 

1）活動報告について 

日時：6 月 24 日 

   14 時～ 

場所：サンパール荒川 

   第 5・6集会室 

参加：22名 

 

日時：11月 18 日 

14 時～ 

場所：サンパール荒川 

第 2集会室 

参加：22名 

日時：3 月 26 日 

   14 時～ 

場所：サンパール荒川 

第 1集会室 

参加：20名 

 

 

評議員選任・

解任委員会 

第 1回 

≪議案≫ 

1）評議員の選任について 

 

第２回 

≪議案≫ 

1）評議員の選任について 

日時：7 月 11 日 

   10 時～ 

場所：当会 3階役員室 

参加：5 名 

日時：11月 25 日 

   10 時～ 

場所：当会 3階役員室 

参加：4 名 

監事会 第 1回 

≪議案≫ 

1）令和 5年度事業報告及び決算について 

2）計算関係書類及び財産目録の監査結果について 

日時：5 月 23 日 

    10 時～ 

場所：当会 3階役員室 

参加：2 名 

－ 4 －



 

大項目 小項目 事業の内容 実績等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財政基盤の

強化 

 

 ホームページやあらかわ社協だよりへ活動趣旨等を

掲載するとともに、民生委員・児童委員等の協力によ

り地域の方々に当会の活動趣旨への理解賛同を得て会

員の拡充に努め、寄付、募金等を通して自主財源の安

定を図った。 

また、感謝状贈呈規程に基づき、長年、地域福祉活

動に取り組む区民等へ感謝状を贈呈した。 

〇会費 

個人会員   1,633 名

（①②合計） 

①特別会員 803 名 

②正会員  830 名 

団体会員  110 団体 

ワンコイン会員 

(個人･団体)   25 名 

個人・団体計 1,768 名 

〇寄付・募金 

たんぽぽ募金 

18 件    189,573 円 

遺贈寄付 

1 件 137,056,875 円 

その他寄付 

71 件  6,103,272 円 

〇感謝状贈呈審査委員

会       1 回実施  

〇感謝状贈呈 

個人 5件 団体 4件 

人材の育成

強化・確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪福祉のしごと相談・面接会≫ 

区、東京都福祉人材センター、ハローワーク等と連

携して、福祉に関わる人材を求める区内事業所と福祉

のしごとに興味がある方との橋渡しの機会を設け、就

労及び人材確保の支援を行った。 

 

 

≪実習生受け入れ事業≫ 

社会福祉士資格の取得を目指す学生や社会人等を対

象として、長期・短期の実習を受け入れ、当会の事業

や福祉についての体験学習をする場を提供すること

で、福祉に携わる後進の育成を図った。 

 

 

 

 

 

 

≪職員研修の充実≫ 

事業の充実、多様化（専門性の高まり）とともに、

職員に求められる知識やスキルが増えていることから

多様な知識等を習得するため、オンライン研修等を含

めた、体系的な職員研修計画を作成し、人材の育成に

努めた。 

1）新人研修 

  ・社内研修 

  ・区市町村社会福祉協議会 新任研修 

2）オンライン研修（経験年数・役職に応じた研修） 

  ・新入社員・新社会人向けビジネスマナー研修 

11 月 27 日 

場所：日暮里サニー

ホール 

参加数 28事業所 

参加人数 46 名 

採用者 6名 

 

大原医療秘書福祉保育

専門学校      2 名 

日本福祉大学   1 名 

帝京科学大学   1 名 

東洋大学       1 名 

明治学院大学   1 名 

武蔵野大学     1 名 

帝京科学大学   1 名 

東京家政大学  1名 

日本社会事業大学 2名   

計 11 名受入 

 

 

 

 

 

 

新任研修   6 名参加 

 

 

オンライン研修 

延べ 57 名参加 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

組織運営基

盤の強化 

 

人材の育成

強化・確保 

  ・社会人 1年目・2年目ステップアップ研修 

  ・若手社員向けビジネスマインド強化研修 

  ・コミュニケーション基礎研修 

  ・後輩サポート力研修 

  ・共感力発揮研修 

  ・指導力強化研修 

  ・リーダーシップ研修 

  ・ベテラン世代の活かし方研修 

  ・ＯＪＴ指導者研修 

  ・リーダーコミュニケーション研修 

  ・管理職のための人材マネジメント研修 

  ・管理職向け研修 

・コンプライアンス研修 

  ・ハラスメント研修 

  ・メンタルヘルス研修 

  ・リーダーのためのリスク管理研修 

  ・第一種衛生管理者受験対策研修 等 

3）主任研修  

・国民年金保険料の免除制度・納付猶予制度 

4）配属課での研修 配属課ごとに実施   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主任研修 17 名参加 

 

 

広報・普及

事業 

 

広報媒体の

活用 

≪あらかわ社協だよりの発行≫ 

広く区民等に社協の事業や地域福祉に関する情報等

を周知し、地域福祉活動への参加を促進することを目

的として、機関紙「あらかわ社協だより」を発行し

た。 

≪ＷＥＢによる情報提供≫ 

ホームページや公式ＳＮＳを活用し、区民がいつで

も新しい情報を得られるようにすることで、幅広い世

代に対して地域福祉活動への参加を促した。 

〇社協だより 

※各号 4P／46,400 部 

261 号  5 月 25 日 

262 号  7 月 15 日 

263 号  10 月 15 日 

264 号  12 月 １日 

265 号   2 月 15 日 

 

イメージキ

ャラクター

の活用 

公式キャラクター「ひらりちゃん」のイラストや着

ぐるみを各種印刷物、イベントや事業で活用し、社協

の事業や地域福祉に対する親しみやすいイメージを区

民等へ広めた。 

主な広報場所 

川の手荒川まつり 

4 月 29 日 

あらかわ福祉まつり

11 月 9 日 

尾久生活実習所施設

公開      11 月 23日 

ｱｸﾛｽ・連合会まつり

12 月 7 日 

あらかわ福

祉まつり 

多くの方々に地域福祉活動への関心をもっていただ

き、参加のきっかけづくりの場とするとともに、様々

な福祉団体の交流の場として開催した。 

日時：11月 9日（土）10:00～15:00 

会場：荒川総合スポーツセンター 

入場者数 約 4,500 名 

出展数    70 団体 

協賛団体   13 団体 

調査・研

究・企画 

第 4期あら

かわ粋・活

計画の推進 

 地域住民や関係機関とともに、以下の柱に沿って取

り組みを進めた。 

Ⅰみんなで支えあえるまちにしよう 

Ⅱ一人ひとりを大切にしあうまちにしよう 

Ⅲ災害時に助けあえるまちにしよう 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

また、計画を推進していくための社協の体制整備を進

め、令和 7年度に向けて組織改編を行った。 

地域福祉活

動計画推進

委員会の開

催 

第 4期あらかわ粋・活計画に沿った取り組みの実施

状況を評価し、計画の推進を図ることを目的に推進委

員会を開催した。 

日時：3 月 4日 18時 

場所：ｱｸﾛｽあらかわ 

2 階会議室 

出席：14名 

連絡調整 関係団体と

の連携 

民生委員・児童委員協議会、町会・自治会、高年者

クラブ連合会、心身障害児者福祉連合会、福祉施設、

ボランティアグループ、当事者団体、ＮＰＯ法人等と

の連携を図り、多様化する社会福祉ニーズの把握に努

めた。 

 

法外援護事

業 

災害や病気、その他の不測な事態に遭遇した要保護

世帯等に、一時的に金銭等の緊急援護を実施した。 

279 件 

車いすの貸

出 

（車いす貸出

ステーショ

ン事業） 

区内で福祉施設等を運営する団体の協力のもと、高齢

や障がい、その他の事情により一時的に車いすを必要と

する区民に対し、社協が指定管理を行っている施設のほ

か、生活の身近な場所（計 13か所）で車いすの貸出を

行うことにより、日常の利便性や生活範囲の維持・拡大

等を図った。  

貸出：延べ 400 件 

返却：延べ 355 件 

寄付・寄贈：8台 

購入：   2 台 

年度末の保有台数：

97 台 

危機管理体

制の整備 

事業継続計

画の整備・

検証 

令和 5年度に整備した事業継続計画をもとに、各拠

点施設や各部署単位で改めて検証を行うとともに、平

時の事業や建物管理等にも連動するよう、当該年度の

体制に即して更新を行った。 

 事業継続計画や災害ボランティアセンター運営ガイ

ドラインに基づき、災害時に災害ボランティアセンタ

ーを速やかに立ち上げ、運営できるよう、災害活動準

備金を計上した。 

ＢＣＰ担当者会議 

3 月 13 日      

感染症対策  感染症の発生及びまん延を防止するため、「日常生活

における基本的な感染対策」や「感染症対策の研修及

び訓練」等に取り組んだ。 

換気や手洗い・手指

消毒、マスク着用

（一部任意）の基本的

な感染症対策を継続 
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 ２．地域福祉事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業の内容 実績等 

包括的支援体制づくり事業 

 

包括的支援の実現に向け、重層的支援体制整備事業 

の一翼を担うため、社協内外の関係機関等との緊密な

連携体制づくりを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

包括的相談

支援事業 

1）幅広くニーズをキャッチできる体制づくり・地域住 

民に向けて、ちょっとした困りごとや暮らしの相談 

を行う「福祉のなんでも相談会」を実施した。 

・福祉関係機関、民生委員・児童委員、粋・活サロン 

世話人、当事者団体、支援団体、ボランティアグル 

ープ等と連携したニーズ把握と相談及び支援を行 

った。 

令和 6年 6 月 11 日 ヨークフーズ三ノ輪店 

     7 月 30 日 荒川区社会福祉協議会 

    10 月 15 日  荒川生活実習所（施設公開内） 

    11 月 9 日 荒川総合スポーツセンター 

（荒川福祉まつり内） 

    11 月 23 日 尾久生活実習所（施設公開内） 

令和 7年 1 月 30 日  尾久図書館 

     

2）社協内の体制強化 

・すべての部署において、分野を問わず相談や地域の 

ニーズをキャッチする体制づくりを行った。 

・部署を横断した定期的なカンファレンスを行った。 

・複合的な相談について、関係機関や関係者との調 

整を図り、必要に応じて支援へのつなぎや伴走支 

援等を行った。また、相談内容を集約し地域課題の

抽出を行った。 

・重層的支援体制整備事業の具体的な在り方を検討

した。（令和７年度より同事業を受託する。） 

 

 

 

 

 

 

 

1）参加 6名 

2 名 

5 名 

5 名 

 

2 名 

       6 名 

 

2）毎月 2回、係長以

上のリーダー会議を実

施。必要に応じて、重

層会議（ケース会議）

を実施し連携に努め

た。重層的支援体制整

備事業をどのように受

託するか会議を行っ

た。 

地域福祉コ

ーディネー

ト事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町会・自治会、民生委員・児童委員、商店街や多様な

テーマを持つボランティア、ＮＰＯ法人等との連携・協

力のネットワークを構築しながら、様々な形で住民の

孤立予防活動や交流行事等の企画調整、地域課題の解

決に向けた地域の仕組みづくり等を行った。 

また、地域の方々が協力し実施する行事等に参画し、

当会の活動やボランティア活動を紹介するとともに、

地域福祉活動への参加を促した。 

・延命寺花まつりえんにち         4月 14日 

・ジョイフル三の輪商店街弁天市      9月 8日 

・おぐとぴあ秋の大バザール       10月 20日 

・ＡＤＥＫＡミュージックサロン      10月 26日 

・延命寺いいじぞうえんにち       11月 23日 

・東京荒川ライオンズクラブ想い出の成人式 2月 16日 

・ライオンズクラブ「福祉ボウリング大会」 3月 15 日 

・その他ボランティア団体等の防災訓練、周年行事等へ 

の支援等 

 

 

 

 

 

 

－ 8 －



 

大項目 小項目 事業の内容 実績等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい粋・

活 ( い き い

き)サロンネ

ットワーク

事業 

 

ひとり暮らし等の高齢者、障がいのある方、子育て中

の方等、地域の中で孤立しがちな方を対象に、町会・自

治会、民生委員・児童委員、商店街、ＮＰＯ法人、ボラ

ンティア、地域包括支援センター、高齢者みまもりステ

ーション等の協力を得て、懇談会等での交流を図り、孤

独感の解消と社会参加、見守り強化等を目的として｢ふ

れあい粋・活サロン｣を実施した。 

【ご近所型サロン】 

★南千住地区 8 か所 ★荒川地区 12 か所 ★町屋地区 8

か所 ★東尾久地区 6か所 ★西尾久地区 7か所 ★東日

暮里地区 7か所 ★西日暮里地区 6か所  

【テーマ型サロン】 

★子育て 1 か所 ★介護予防型 7 か所 ★東日本大震災

被災者 1か所 ★聴覚 1か所 ★傾聴・交流 4か所 ★介

護 2か所 ★認知症 4か所 ★地域食堂 2か所 ★多世代

地域食堂 3 か所 ★こども食堂 5 か所 ★ひきこもり 2

か所 ★不登校 4 か所★ひとり親１か所 ★多文化 1 か

所 

 

1）ふれあい粋・活サロンの世話人向けに毎月「まるっ 

とかわら版」を発行 

ふれあい粋・活サロンの世話人向けに発行し、区内全

域の情報、地域課題の解決事例、先進的な取り組み等を

周知し住民活動の可視化を行うことで、課題意識の掘

り起こし、見守り・支え合いの強化につなげた。 

2）地域懇談会(世話人交流会) 

ふれあい粋・活サロンの世話人や関係機関等が毎年 1

回集い交流する中で、地域の見守り・支え合い活動の推

進のため、住民間の関係強化、新たな地域課題に関する

情報提供や解決策の検討を行った。 

 

3）ふれあい粋・活サロン推進会議 

高齢者等の抱える個別ニーズと、それを解決する仕

組みづくりについて明確化していくため、ふれあい粋・

活サロンを通じて協力関係にある団体や機関等との情

報・意見交換会を年１回実施した。 

全 92 か所中 

88 か所開催 

 

延べ回数    1,274 回 

延べ参加人数 

21,601 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）毎月発行 

 

 

 

 

 

2）9月 30 日 

サンパール荒川 

小ホール 

講演テーマ「心のこえ

が言葉になる」 

参加人数 126 名 

3）6月 28 日 

サンパール荒川 

第 2・3集会室  

参加人数 34 名 

ひきこもり

支援事業 

（荒川区受託

事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひきこもり状態にある本人や家族等を支援すること

により、ひきこもり状態にある本人の社会参加を促進

し、本人や家族等の福祉の増進を図った。 

≪居場所づくり「ごろリンク」≫  

ひきこもり状態にある本人が、社会参加をするための

第一歩となる居場所づくりを行った。様々な参加者の

悩みに対応できるように、多様な過ごし方のできる居

場所づくりに配慮した。 

≪支援機関とのネットワークづくり≫ 

地域のひきこもり支援を行っている関係機関と連携

し、ネットワークの構築に努めた。また、荒川区主催の

ひきこもり支援ネットワーク会議に参加した。（3月 25

日） 

 

 

 

「ごろリンク」の開催 

12 回 

参加人数 222 名 

 

 

生活福祉課自立支援係

との定例会 12 回 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

包括的支援

体制づくり

事業 

ひきこもり

支援事業 

（荒川区受託

事業） 

≪周知啓発≫ 

事業の内容やひきこもり支援を行っている機関等の情

報を周知した。 

≪継続的支援≫ 

区からの要請に基づき、必要に応じて当事者へアウト

リーチを実施した。また、居場所への参加を促すととも

に、区や関係機関と連携し継続的な支援をした。 

区報掲載 10 回 

チラシ配布 17回 

 

2 件 

区内避難者

孤立化防止

事業 

東日本大震災や能登半島地震により、区内に避難し

ている被災者の孤立化を防ぎ、早期の相談に応じ、安心

して生活ができるように個別対応(訪問・電話等)を中

心に支援活動を行った。また、各種情報の提供や必要に

応じ会合等を開催した。 

①相談員による戸別訪問・電話訪問の実施 

委嘱による相談員 １名（兼務１名） 

把握している区内避難者 15 世帯／33名 

（令和 7年 3月末） 

 

 

 

 

 

 

 

②各種情報の提供 

③会合の開催 

ふるさとサロンを 3回開催した。 

   

 

 

 

 

④会合への参加 

・孤立化防止事業実施地区連絡会・研修会 

 

・広域避難者支援連絡会 in 東京定例会 

 毎月第 2木曜日開催 

 

 

 

 

 

①戸別訪問 

 14 回/29.45 時間 

19 世帯/33 名 

同行支援 

 14 回/31 時間 

19 世帯/19 名 

電話訪問 

110 回/51.58 時間

128 世帯/162 名 

その他 

  16 回/29.30 時間 

②随時実施 

③3回 

9 月 7日 25 名 

（うち避難者 4名） 

11 月 2 日 25 名 

（うち避難者 4名） 

2 月 17 日 34 名 

（うち避難者 4名） 

④2回 

8 月 5日 

2 月 21 日 

11 回実施 

住民による

傾聴活動事

業 

＜ふれあい電話＞ 

○ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯等を対象

に、ボランティアが週 1～2回電話をして、会話を楽

しむことや体調の確認をすることで、孤独感の解消

を図った。また、日頃、電話で会話しているボランテ

ィアと対象者が顔を合わせ交流する会を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい電話担当者

10 名  

対象者        52 名 

対象者延べ人数 658名 

架電回数延べ(不通含) 

3,735 回 

全体会 10 月 24 日 

グループ会 

4 月 24 日 

5 月 24、30 日 

6 月 6日 

参加者延べ人数 60名 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

＜訪問＞ 

ひとり暮らし高齢者等を訪問し、対象者の話を聴く

ことで孤独感の解消を行っているボランティアグルー

プ「ダンボの会」の傾聴ボランティア活動をコーディネ

ートするとともに、運営を支援した。 

延べ利用人数 484 名 

延べ活動者数 1172 名 

おもちゃ図書館子育て交流

サロン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乳幼児の親子を対象に、障がいのある子もない子も

親子で楽しく遊び交流する場を提供するとともに、情

報の提供、相談、子育てや育児参加促進に関する講習会

などを休日にも開催するなど、3つのおもちゃ図書館子

育て交流サロンを運営した。 

 

○荒川おもちゃ図書館子育て交流サロン 

日時：月曜日 11時～16 時 

火～土曜日 10 時～15 時 

（※祝日・年末年始を除く） 

  ・配慮が必要な子専用時間 

（発達がゆっくりまたは障がいのある子） 

   水土曜日 13 時～15 時 

・一時預かり事業 

   月曜日 9 時～11時 

・「パパと遊ぼう」男性保護者と未就学児が一緒 

に遊ぶ専用時間 

第 2、第 3土曜日 10 時～13 時 

 

○汐入おもちゃ図書館子育て交流サロン 

日時：火・木～日曜日 10 時～16 時 00 分 

水曜日 11 時 30 分～16 時 30 分 

（※祝祭日年末年始を除く） 

    ・配慮が必要な子優先時間 

（発達がゆっくりまたは障がいのある子、多胎 

児、小さく生まれた赤ちゃん） 

   水曜日 14 時 30 分～16 時 30 分  

土曜日 14時 30 分～16 時  

・一時預かり事業 

   水曜日 9 時 30 分～11 時 30 分 

・「パパタイム」男性保護者と 0～3歳児が一緒に 

遊ぶ専用時間 

第 2･4 土曜日 10時～12 時 

 

○おぐぎんざおもちゃ図書館子育て交流サロン 

日時：月～土曜日 10 時～16 時（木曜のみ 16時 30 分） 

（※祝祭日年末年始を除く） 

・配慮が必要な子（発達がゆっくりまたは障がいの 

ある子、多胎児）専用時間 

火曜日 13時 30 分～14 時 30 分 多胎児 

木曜日11時 30分～13時30分 配慮の必要な子 

・一時預かり事業 

   木曜日 9 時 30 分～11 時 30 分 

   

 

 

 

 

 

 

○荒川おもちゃ図書館 

利用者数    8,027 名 

こども  3,908 名 

大人    4,119 名 

（うち配慮の必要なこ

どもとその家族等の利

用数 541 名） 

おもちゃ貸出数 2,399

点 

ボランティア数 828名 

開館日数     289 日 

相談件数    539 件 

 

○汐入おもちゃ図書館 

利用者数   6,870 名 

こども  3,414 名 

大人    3,456 名 

（うち配慮の必要なこ

どもとその家族等の利

用数 469 名） 

おもちゃ貸出数 1,246

点 

ボランティア数 142名 

開館日数      273 日 

相談件数      65 件 

 

 

 

○おぐぎんざおもちゃ

図書館 

利用者数   8,014 名 

こども   3,974 名 

大人    4,040 名 

(うち配慮の必要なこ

どもとその家族等の利

用数 463 名） 

おもちゃ貸出数 2,524

点 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

おもちゃ図書館子育て交流

サロン 

・「パパと遊ぼう」男性保護者と 0～3歳児が一緒に 

遊ぶ専用時間 

第 2・4土曜日 13時 30 分～14 時 30 分 

ボランティア数 69名 

開館日数     290 日 

相談件数    312 件 

 一時預かり

事業 

育児世帯の負担軽減を目的に週 1回、乳幼児（区内在

住の未就園児）の一時預かりを実施した。 

○荒川おもちゃ図書館 
2 時間×41回  83 名 
○汐入おもちゃ図書館 
2 時間×51回  198 名 
○おぐぎんざおもちゃ

図書館 
2 時間×50回  130 名 

出張ひろば

事業 

おもちゃ図書館子育て交流サロンの対象者や対象地

域を広げるため、週１回程度、常設サロン以外の場所で

実施した。 

 

○出張ひろば「おたけの郷」 

日時：毎週水曜日 10 時～15 時 

（※祝日・年末年始を除く） 

会場：特別養護老人ホームおたけの郷 

〈実施講座〉 

①ベビーミュージック②ママとベビーのヨガ講座  

③すまいるヨガ④せんじゅ文庫あじさい 読み聞かせ 

⑤パパと遊ぼう！⑥出張ひろばママとベビーの親子ヨ

ガ⑦クリスマスコンサート  

〈一時預かり〉 毎週月曜日  

 

○出張ひろば「おぐのはらっぱらっぱ」 

日時：毎週木曜日 10 時～15 時 

（※祝日、年末年始を除く) 

会場：多世代交流施設尾久のはらっぱ 

〈実施講座〉 

①ベビーミュージック②出張ひろば講座ベビーマッサ

ージ③親子ヨガ④その他講座 

〈一時預かり〉 毎週水曜日 

 

○出張ひろば「さくら通り」 

日時：毎週火曜日 9時 50 分～14 時 50 分 

(※祝日、年末年始を除く) 

〈実施講座〉①鑑賞系②創作系③その他イベント  

〈一時預かり〉 毎週木曜日  

 

 

 

 

〇「おたけの郷」 

利用者数    748 名 

こども       391 名 

大人        357 名 

ボランティア人数 

155 名 

開館回数    49 回 

 

 

 

 

○出張ひろば「おぐの

はらっぱらっぱ」 

利用者数    390 名 

こども       196 名 

大人        194 名 

ボランティア数 0名 

開館回数    49 回 

 

 

○出張ひろば「さくら

通り」 

利用者数    919 名 

こども       478 名 

大人        441 名 

ボランティア数 5名 

開館回数    50 回 

ボランティ

ア活動事業 

地域の小学生から大学生、社会人、高齢者まで幅広い

年代の方、また、障がいのある方等、様々な方をボラン

ティアとして受け入れ、乳幼児や障がいのある子ども

との交流を図り、心のバリアフリーを推進した。 

受入ボランティア数  

荒川 983 名 

汐入 142 名 
おぐ 069 名 

各種講習・イ

ベント事業 

≪キッズとベビーのわくわくフェスタ≫ 

あらかわ福祉まつり開催時に、3つのおもちゃ図書館

子育て交流サロンが合同で、子育て中の親子が楽し

めるイベントを開催した。 

 

11 月 9 日 

参加人数 

こども 265 名 

大人 339 名 

合計 604 名 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

≪配慮の必要な子の親子向け講座≫ 

 障がいのある子や発達のゆっくりな子とその親を対

象としたイベントや講座を実施した。 

①音とあそぼうわくわくコンサート (3 館共催) 

 会場：アクロスあらかわ 

 

②すまいるヨガ(発達のゆっくりな子と保護者向け）  

 会場：荒川おもちゃ図書館 

 

③発達のゆっくりな子と保護者向けヨガ  

 会場：汐入おもちゃ図書館 

 

 

 

①10 月 5日実施 

こども 11名大人 13名 

合計 24 名 

②2 回実施 

こども 5名大人 9名 

         合計 14名 

③１回実施 

こども 3名 大人 2名 

合計 5 名 

  

－ 13 －



 

 ３．ボランティア活動推進事業サービス区分  

 

大項目 小項目 事業の内容 実績等 

ボランティアセンター事業 誰もが安心して暮らし続けられる街を目指して、区

内における幅広いボランティア活動や地域福祉活動を

推進する。社協が持つ中間支援組織としての役割であ

る、活動する方々や団体の情報交換、連携・協働の場づ

くり等の支援を進めた。 

世代を問わず、障がいや生きづらさなどを抱えた方

等、誰もがボランティア活動に参加しやすい環境を整

え、活動を促進させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティ

ア活動促進

事業 

○ボランティア・地域貢献活動のコーディネート 

○ボランティア活動者・団体の相談・支援 

○ボランティア活動団体との情報交換・連携 

○多様な方が取り組めるボランティアプログラムの 

創出 

○他区市町村や大学等のボランティアセンターとの 

連携 

 

 

 

○ボランティア保険の受付（災害時を含む） 

○ボランティア登録者への保険料一部助成（上限 

1,400 名） 

 

○活動用の機材機器、活動室の貸し出し  

【貸出物品等】 

印刷機（2 色機）、フルカラー印刷機、ポスタープリン

ター、ラミネーター等 

 

 

 

【活動室の貸し出し】 

ボランティア希望相

談       646 件 

学校からの相談 88件 

活動上の相談 898 件 

ボランティア募集相談      

251 件 

コーディネート 

3,632 件 

連絡調整回数 

22,429 件 

ボランティア保険  

加入者     3,404 名 

保険料助成 1,374 名 

 

貸出実績 

印刷機 27回 21,217 枚 

フルカラー印刷機 

   25 回 14,002 枚 

ポスタープリンター 

          18 回 32枚 

ラミネーター1回 4枚 

活動室     276 回 

ボランティ

ア情報提供

事業 

 

 

ボランティア活動への関心を高め、地域福祉活動へ

の参加を促し、ボランティア団体等の活動が活発化す

るよう、様々な媒体等を通してボランティア･地域福祉

活動に関する情報を提供した。 

○ボランティア情報誌「あらんてあ」の発行 

  

○小学生を対象にした情報誌「こどもあらんてあ」の発

行（区立小学校には荒川区を通じ「スクリレ」で配信

した） 

 

○ホームぺージ、ＳＮＳ（facebook、Instagram、LINE）

による定期的なボランティア活動情報の発信を実施。 

 

 

 

 

毎月発行  4,600 部 

年間部数  55,200 部 

年 4 回発行 

1 回 10,500 部 

 

 

facebook を適宜配信 

LINE 年 25 回配信 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティ

ア講座事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害・傾聴などボランティアニーズの高い分野や社

会課題等をテーマとして、各種ボランティア講座を開

催し、ボランティア活動や地域福祉活動への協力者を

増やし、地域福祉の推進力を高める。また、子ども世代

からボランティアに触れる機会として、サマーボラン

ティアスクール等を実施する。 

 

〇ユニバーサルウォーク 

地域住民相互のつながりづくりや地域で暮らす障が

いのある方などへの理解(心のバリアフリー)を促進

し、地域の防犯・防災資源等の学習機会の創出を目的と

して、こどもから高齢者まで、障がいのある方など多様

な住民が交流しながら街を点検して歩く事業 「ユニバ

ーサルウォーク防災まち歩き」を実施した。 

さくら教室（知的障がいの方）を参加者とし、一般参

加者とともに防災意識の向上や平時からの防災への取

組みの共有を図った。 

 

〇入門講座＆出前講座 

ボランティア活動を初めて行う方を対象に、ボラン

ティア活動の心得、情報を提供し、活動への参加を促進

するコーディネートを個別に実施した。 

また、いきいきボランティア制度などの希望者を対

象に職員が出向いて講座を実施した。 

 

〇傾聴ボランティアスクール 

豊かなこころの通いあう、ふれあいの街づくりをめ

ざし、地域にニーズのある傾聴活動の担い手を育成し

た。 

 

〇サマーボランティアスクール 

小学生以上の方を対象に、夏休みの期間（7 月 21 日

～8 月 31 日）を利用しボランティア活動を体験する機

会を設ける。活動を通して様々な方との出会いやふれ

あいの中から、地域社会への関心を高め、社会福祉への

理解を求めることを目的に、対面プログラムと自宅で

できるボランティア活動を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユニバーサルウォー

ク リーダー講座 

6 月 2日   31 名 

ユニバーサルウォーク 

6 月 23 日  138 名 

 

 

 

 

 

 

いきいきボランティア

制度説明会 

年 10 回参加 

 

 

 

 

全 5 回 

6 月 6.13.20.27 日 

7 月 4日 

参加延べ人数 81 名 

 

参加延べ人数 437 名 

総プログラム数 61 

内訳（高齢者分野 6、児

童分野 27、障がい者分

野 23、その他分野 5） 

○小学生延べ人数 238

名 実人数 96名 

○中学生以上延べ人数

199 名 実人数 105名 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

ボランティ

アセンター

事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働・ネット

ワーク推進

事業 

地域で様々な地域福祉活動・ボランティア活動をし

ている方やボランティア団体、当事者団体、生涯学習団

体、ＮＰＯ法人、企業、福祉施設、関係機関等が他団体

と出会い、交流を通して活動の促進やネットワーク化、

協働できる関係づくりを行う。 

地域で様々なボランティア活動をしている方やグル

ープ、ＮＰＯ法人、当事者団体、生涯学習団体、福祉施

設・関係機関が出会い、交流を促進することでネットワ

ーク化を図った。 

○あらかわ子ども応援ネットワークの支援 

食事支援や学習支援や仲間づくりを行い孤立したこ

どもや親を支援する「こどもの居場所」「こども食堂」

などのボランティア団体と、活動を側面的に支援する

団体、大学、行政、当会等で構成するネットワークの事

務局機能の一部を担い、区民や企業・団体等、多くの関

係者の協力を得て、こどもたちが未来に希望をもてる

地域社会を目指す活動を支援した。 

 

令和 6年度から、「広報部会」「不登校支援部会」の部

会を構成。広報部会はボランティア活動説明会を実施

し、子ども食堂等の子どもへの支援ボランティア募集

を行った。不登校支援部会では、不登校に関する団体の

情報冊子の作成について検討した。 

 

○隣接区との協働 

文京区・台東区・北区・荒川区の 4区のボランティア

センター共催で、各区のボランティア団体等の出展に

よるイベントで「城北ボランティア見本市」を開催し、

ボランティア活動の普及に努めるとともに、団体同士

のつながりづくりを行った。 

城北ブロック災害ボランティアセンター相互協力協

定連絡会を実施した。 

 

 

 

 

 

○「城北ブロック災害ボランティアセンター区境まち

歩き」荒川区、北区の防災に関わるボランティア団体、

消防、町会、地域包括支援センター等が参加。 

 

○「ボランティア・フェスト VOL.16」 

区内のボランティア団体や社会貢献活動を行う企業

をつなげるための企画を実施する。 

ボランティア活動に取り組む中で落ち込むことがあ

った時、自分を良い状態に戻すための手法 WRAP（元気

回復行動プラン）を活用しグループワークを通して、自

身のモチベーションを上げ、ボランティア同士への配

慮、他団体同士のつながり作りを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通年 

子ども食堂、子どもの

居場所ボランティア活

動説明会 

2月15日 参加 27名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア見本市 

5 月 26 日 参加  95 名 

 

 

 

 

城北ブロック連絡会 

（5 回実施） 

① 4 月 19 日 

② 5 月 14 日 

③ 6 月 27 日 

④ 8 月 8 日 

⑤ 3 月 13 日 

3 月 15 日 参加  37 名 

 

 

 

2 月 8日参加 32名 

講師  

支援センターアゼリア 

ピアスタッフ 2名  

利用者 3名 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手話講習会

事業 

（荒川区受

託事業） 

聴覚障がい者の福祉に理解と熱意を持つ方を対象と

して、手話技術の指導を行い、手話奉仕活動を促進する

ための講習会を実施する。また、手話を学んだことのな

い方に向けた手話体験会を開催する。 

○手話講習会 

聴覚障がい者の福祉に理解と熱意を持つ方を対象

に、手話技術の指導を行い、手話奉仕活動を促進する

ために講習会を各コース年間 40回実施した。 

また、下記講演会等を行った。 

・合同講演会 

10月 19日 初級・中級コース対象講演会 

「見ることの大切さ」 

12月 22日 通訳養成コース対象講演会 

「今井彰人の理想の手話通訳」 

・講師助手研修 

 1回目：10月 24日  2回目：11月 28日 

・1月 26日防災グループワーク（全コース対象） 

○手話体験会 

当事者の方に依頼し、手話を初めて学ぶ方に向けた

手話体験会を開催した。 

 

 

 

 

 

手話講習会 

修了者数 

初級 昼  17名 

   夜  18名 

中級 昼  19名 

   夜  22名 

上級 昼   4名 

   夜   3名 

通訳養成夜 4名 

 

 

 

 

手話体験会 

①2月 16日昼 

②2月 19日昼 

③2月 19日夜 

参加合計人数 21名 

子どもと高

齢者との年

賀状交流事

業 

区の「高齢者みまもりネットワーク事業」に登録して
いる 75歳以上の方々を対象に、区内の子どもたち(小、
中、高生)が年賀状を作成して送る活動を行った。 
 

区内小中高生に年賀状

作成を依頼し、小中高

29校、ひろば館 2館が 

参加 

5,022名に送付 

障がい児者

レクリエー

ション事業 

障がいのある方を対象に、外出の機会の創出ととも

に、社会参加や交流を目的としてレクリエーション事

業を実施した。 

ランチバイキング 

東京ドームホテル  

スーパーダイニング

「リラッサ」 

9月 14日 

参加 203名（106世帯） 

フードドラ

イブ事業 

家庭で眠っている食品等の提供や、企業等による食

品等の支援を呼びかけ、収集し、支援団体を通して生活

困窮者やひとり親家庭など、食品等を必要とする方へ

の提供を実施した。また、子ども応援ネットワークに所

属している子ども食堂やパントリー事業で配付した。 

協力企業 

ライフ、 

ファミリーマート 

グルメシティ（R6～） 

食品等の収集を日常 

的に実施 

心のバリア

フリー学習・

福祉教育推

進事業 

 

 

 

 

 

 

学校、団体、企業等を対象に、心のバリアフリー学習

やボランティア活動についての相談、情報の提供、学習

会や授業への講師派遣、プログラム提供、疑似体験機器

の貸出等を、福祉施設や当事者団体などと連携して実

施した。 

多様性への理解を促進し、心のバリアフリーを広め

るためのイベントや講座等を行った。 

福祉教育で活用するための体験機器や資材等を学

校・団体等に貸し出した。 

 

新たなプログラムとし

て、下記を実施 

①「多様化する地域交

流について」 

（荒川コミュニティカ

レッジ授業） 

②「発達障がい講座」 

（民生委員・児童委員協

議会障がい者福祉部会

向け講座） 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

ボランティ

アセンター

事業 

 

心のバリア

フリー学習・

福祉教育推

進事業 

③『「障害」か「個性」

か発達障害の特性を理

解・共生・成長の視点

で考える』 

（企業向け講座） 

④社会貢献活動「CSR

への取り組みについ

て」（企業向け講座）  

交流サロン

事業 

ふらっと．フラットでは、地域で活動する方々へ、交

流、作業、打合せなどのための場の提供を行った。また、

チラシやインターネット閲覧用ＰＣを設置し情報提供

を行い、ボランティアなど地域活動に関する相談の受

け付けを行った。 

年間利用者 

（延）4,390 名 

ふらっとパ

ートナー事

業 

 ふらっと.フラットの運営について、ともに考える住

民（ふらっとパートナー）との運営会議を月 1回開催 

し、運営方針や講座の企画などを行った。 

12 回 

参加延人数 48名 

地域活動き

っかけ講座

事業 

自分にできる地域活動を考えたり、地域での生活を

豊かにする様々な活動を知ったり、地域住民同士の顔

の見える関係をつくる学び合いや交流を行う講座を開

催し、地域活動やボランティアへの理解を深めた。 

○地域活動入門講座 

 ボランティアや地域活動に関心のある方を対象に実

施した。 

①「読んで演じる会 ほっとは～と｣と朗読劇！ 

②子どもの居場所でボランティア！ 

③「画材巡回プロジェクト巡り堂」でエコ活！ 

 

○ユニークアイ 

 地域で豊かに生活を送るための参考とするため、ユ

ニークな生き方をしている方をゲストに迎えお話を伺

った。 

 ①20 代で里親になった佐和子さんが想うこと 

 ②地域と人をつなぐ いいじぞうえんにち 

 ③金さんと話そう！あなたの幸せの知恵 

 ④海外から来たボランティア、文(ムン）さん  

 

○ふらっとワークショップ  

 作業などを通し地域住民同士が顔の見える関係をつ

くり、学び合いや交流を目的として実施した。 

 ①屋上花壇で藍の苗づくり！（全 2回） 

 ②クラフトバンドでコースターづくり！ 

 

○企画展示 

 「体が不自由でもおしゃれを楽しもう！」 

体が不自由な方が「着やすく、着心地よく」おしゃれを

楽しむための衣服のリフォームやオーダーの実例を展

示した。 

 

 

 

 

 

①4 月 19 日 

②9 月 25 日 

③10 月 29 日 

参加延人数 29名 

 

 

 

①7 月 23 日 

②12 月 14 日 

③1 月 19 日 

④2 月 22 日 

参加延人数 52名 

 

 

 

 

①5 月 16 日・6 月 20 日 

②11 月 18 日 

参加延人数 23名 

 

 

 

9 月 7日～9 月 20 日 

ARAKAWA1-1-1 ギャラ

リー 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

ボランティ

ア自主講座

支援事業 

地域の方々がボランティア講師となって主催する講

座のスペース提供や開催告知などの支援を行った。 

開催講座 37 講座 

延べ 436 回開催 

延べ 1,705 名参加 

 

 

ふらっと交

流会事業 

各種講座の講師や参加者、交流スペース利用者など、

ふらっと.フラットに関わる方が一堂に会し、各々の活

動について情報交換や交流を目的とする会を実施し

た。 

3 月 11 日 

サンパール荒川 小ホ

ール       

延べ参加人数 48 名 

災害ボラン

ティアセン

ター事業 

区との協定に基づき、災害時に「災害ボランティアセ

ンター」を区と連携・協力して設置・運営する。また、

「災害ボランティアセンター」の実効性を高めるため、

運営ガイドラインの更新や資材・備品の整備を進めた。 

災害時の地域のニーズキャッチの方法・仕組み等に

ついて共通認識を持つため、社協内及び区と協議した。

併せて、災害時協定先や関係団体、地元企業、ボランテ

ィアや地域活動団体との関係が災害時に活かされるよ

う、平時から連携力を高めるための取組を社協の各種

事業等を通じて実施した。 

災害ボランティアセンター立上げの際、核となる人･

団体の養成、繋がり作りの重要性を共有した。また、能

登半島の支援募金を実施した。 

①「災害時の障がい･高齢・妊婦等の疑似体験及び 

救助体験」（防災住民ネットワークの集いにて実

施） 

②「防災/減災および被災者支援活動における 

多様な団体との連携について」 

講師 佐藤純氏（Hand Over Japan） 

福田信章氏（CS 東京） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①12 月 8日 

参加人数 176 名 

②3 月 1 日 

  参加人数 53名 

被災地支援

事業 

釜石市との災害時相互応援協定に基づき、釜石市が

被災した際には、災害ボランティアセンターや福祉避

難所等の設置などに必要な職員の派遣、資機材の提供、

地域住民との協力による支援等を行う。 

その他の被災地に対しても、状況に応じて、職員の派

遣をはじめ、区民や地域団体、ボランティア団体・企業・

東社協等と協働し、義援金・支援金の募集などの支援活

動を行った。 

①令和 6年能登半島地震義援金・支援金募金 

②能登半島地震災害 VC運営 社協職員派遣 

③あらんてあ･社協だより･ＨＰへの能登関連記事の連

載 

 

 

 

 

 

 

 

 

①1,437,606 円 

②2 名 

③12 回掲載 
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 ４．在宅福祉事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業の内容 実績等 

在宅福祉サービス事業 

≪にこにこサポート事業≫ 

住み慣れた地域で安心して自立した生活を送るため

に、援助が必要な方（利用会員）と協力できる方（協

力会員）をつなぎ、ささえあい活動を実現するため

の、住民参加型の会員組織として運営し、家事援助等

の在宅福祉サービスを有償で提供した。 

※介護保険制度を補完するだけでなく、制度で対応で

きない隙間のニーズに対するサポートも幅広く提供 

≪利用会員≫ 

○利用料金とは別に年度会費（1世帯 2千円）が必要

で、次のいずれかに該当する区民が対象 

 ①概ね 65 歳以上の高齢者 

 ②心身に何らかの障がいを有する方 

 ③難病患者や病弱な方 

 ④ひとり親家庭の方(子どもが義務教育終了まで) 

 ⑤病気や怪我などで緊急一時的に援助が必要な方 

 ⑥産前産後の体調不良から援助が必要な妊産婦の方 

 ⑦その他社協が認めた方 

≪協力会員≫ 

○概ね 18歳以上の健康で社会福祉に理解と熱意のある

方 

≪利用料金≫ 

○１時間 750 円～950 円（サポート内容及び利用時間

による） 

令和 6年度登録数 

利用会員 249 名 

協力会員 281 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種サポー

ト 

 

①生活サポート 

部屋の掃除、洗濯、食材などの日常生活用品の買い

物代行、食事の支度、布団干し、アイロンがけ、代

読、代筆、薬取りの代行、衣類の入れ替え、裁縫、

ごみ出しなどを実施した。 

②介助・見守りサポート 

理美容院や買い物同行などの外出の介助、通院の介 

助、車いす介助、着替えの手伝い、デイサービスや 

ショートステイの送り出し、見守り、話し相手などを 

実施した。 

③健康文化サポート 

サークル活動や趣味の会の付き添い・送迎、囲碁や 

将棋などの相手、図書館などの付き添い、散歩の付き

添い、デパートなどの区外への買い物・外食の付き添

いなどを実施した。 

④留守宅サポート 

ひとり暮らしの方が入院された場合の衣類の整理、洗

濯、部屋の掃除、必要な物のお届けなど 

※部屋の鍵を預かるため複数の協力会員で対応 

5,698 件 

6,973 時間 

 

 

 

854 件 

1,514 時間 

 

 

 

29 件 

40 時間 

 

 

 

13 件 

17.5 時間 

宅配夕食サ

ービス 

 栄養バランスのとれた温かい食事を、ご自宅まで委託

業者が調理・配達するとともに、安否の確認や見守り活

動を行った。（1食 700 円） 

4,585 食 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちょこっと

サポート 

 電球の交換等、継続的でなく 1回 30 分程度で終わる

簡易なサポートを実施した。（1回 500 円、年 4回ま

で、入会不要） 

47 件 

機関紙の発

行 

 会員への情報提供とともに、広く区民に事業を周知

し、事業の推進を図ることを目的に機関紙「にこにこ」

を発行した。 

①第 97 号 1,213 部 

5 月 15 日発行 

②第 98 号 1,230 部 

8 月 15 日発行 

③第 99 号 1,243 部 

11 月 11 日発行 

④第 100 号 1,250 部 

2 月 14 日発行 

研修及び人

材育成事業 

 

 

 在宅福祉サービスにおける人材確保及びレベルアップ

並びにサービスの質の向上、さらに地域における介護力

の向上を目的として、各種研修や人材育成事業を行う。 

≪協力会員説明会≫ 

協力会員説明会・登録会を毎月実施。また、西尾久ふ

れあい館で行われた粋・活サロンで事業説明を行った。 

 

≪会員講習会・交流会≫ 

在宅福祉サービスの提供に必要な基本的な知識・技術

を修得するための研修やフレイル予防のための講習を随

時実施した。 

 ①「歯科衛生士による歯とお口の健康のお話」 

  講師：荒川区高齢者福祉課介護予防事業係 

  

 

②「ヨーグルトのひみつ」 

 講師：株式会社明治関東支社管理栄養士 

 

 上記の会員講習会①及び②は、日頃の活動の一助とす

るため、対象者を協力会員と利用会員とし、会員交流会

を兼ねて実施した。 

 

≪スキルアップ研修会≫ 

協力会員のレベルアップを図り、サービスの質の向上

を図ることを目的に、活動に役立つ研修会を実施した。 

 「にこにこマスター講座～雨の日の活動で気を付け

ること」（グループワーク） 

「メッセージ交換」（懇親会） 

通年 

 

 

毎月第 3火曜日実施 

延べ 22 名参加 

 

 

 

 

 

 

①6 月 26 日 

アクロスあらかわ 

多目的ホール 

18 名参加 

②12 月 3日 

アクロスあらかわ 

多目的ホール 

参加 25 名 

 

 

 

9 月 24 日 

アクロスあらかわ 

多目的ホール 

参加 20 名 

協力会員継

続 5年表彰 

 協力会員表彰により協力会員の日頃の活動に感謝を表

し、士気を高めることを目的に実施した。 

 協力会員 5年表彰記念行事 

第 1部 感謝状贈呈 

第 2部 ミニコンサート 浅草安来節の会 

3 月 4日 

アクロスあらかわ 

多目的ホール 

参加 25 名 

うち感謝状対象 8名 

－ 21 －



 

大項目 小項目 事業の内容 実績等 

在宅福祉サー

ビス事業 

≪にこにこサ

ポート事業≫ 

相談・普及

啓発事業 

 

 

区民の在宅福祉に関わる多様なニーズを適切なサー

ビスに結び付けるための情報提供や相談活動を行うと

ともに、広域な区民の理解と協力を得るための事業を

実施した。 

①専門職員(コーディネーター)による相談窓口を常

設した。 

②社協だより、ホームページ、あらかわ区報、区営

掲示板などによる PR 活動を実施した。 

③行政、町会・自治会、民生委員・児童委員協議会

及び福祉施設や地域包括支援センター等で事業パ

ンフレットや機関紙「にこにこ」を配布した。 

 

 

 

 

通年 

 

社協だより No261 号

263 号 

あらかわ区報 毎月 

機関紙「にこにこ」 

年 4回発行 

調査研究事

業 

 会員や区民のニーズを的確に把握した新たなサポート

メニューを調査研究し、事業の充実を図る。 

≪利用会員アンケート≫ 

心身の状態や生活状況、今後の在宅福祉サービスの利

用意向等を調査した。 

≪協力会員アンケート≫ 

希望する活動や時間帯、提供している在宅福祉サービ

スへの意見等を調査した。 

≪他在宅福祉サービス事業団体との情報交換≫ 

サービスの向上等のため、会員制在宅福祉サービス事

業を実施している他区社協との事業連絡会や城北ブロッ

ク在宅福祉サービス連絡会において事業の課題等の情報

交換を行った。 

 〇城北ブロック在宅福祉サービス事業連絡会 

 

〇在宅福祉サービス事業連絡協議会（世田谷社協） 

通年 

2～3月実施 

利用会員 324 名に

電話にて聴き取り

実施 

2～3月実施 

協力会員 302 名に

郵送にて意向調査

実施 

 

 

 

 

10 月 22 日 荒川社協

3階活動サロン 

11 月 22 日 2 名出席 
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 ５．福祉サービス総合支援事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業の内容 実績等 

成年後見活用あんしん生活

創造事業 

 

 区民の成年後見制度の利用促進のため、成年後見

制度推進機関として、成年後見制度の周知及び利用

促進並びに相談援助を実施する。 

※成年後見制度利用促進法における中核機関として

の役割も兼ねる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成年後見制

度に関する

講座・説明

会 

【成年後見制度説明会】 

 区民が成年後見制度を積極的に活用できるよう、

司法書士及び社会福祉士による、成年後見制度等の

説明を行った。 

①社会福祉士  原則として第 1水曜日 

②司法書士   原則として第 3水曜日 

 

 

 

 

①参加 15名 

②参加 14名 

【老い支度講座】 

 区民に成年後見制度の趣旨を周知するため、関連

領域の内容も含め、テーマ別に講座を開催した。 

・老い支度講座（遺言編・相続編・エンディングノ

ート編） 

講座の際にアンケートを行い、認知度及び理解度

を測った。 

遺言編 

11 月 29 日 参加人数

16 名 

相続編  

11 月 18 日 参加人数

13 名 

エンディングノート

編 11月 11 日 参加人

数 12名 

【出張講座】 

区民に成年後見制度を周知するため、機関・グル 

ープ単位の要請に応え、成年後見制度の説明を会場

に出向いて実施した。 

①あらかわ元気パーク「10 分でわかる成年後見」 

②荒川区手をつなぐ親の会「あんしんサポートあら

かわが提供する権利擁護サービスについて」 

③めぐみの会「あんしんサポートあらかわが提供す

る権利擁護サービスについて」 

④ケアマネジャー・ケースワーカー向け 

⑤まどゐ荘 

⑥尾久八幡中学特別支援学級 

⑦西尾久ふれあいカフェ 

①4 月 11 日 

参加人数 19 名 

②5 月 18 日   

参加人数 27 名 

③7 月 16 日   

参加人数 12 名 

④9 月 24 日 

参加人数 17 名 

10 月 2 日 

参加人数 14 名 

⑤10 月 10 日  

参加人数 11 名 

⑥12 月 13 日  

参加人数 20 名 

⑦2 月 4 日  

参加人数 31 名 

成年後見制

度相談事業 

 成年後見制度の周知及び利用促進のために、区民 

に対する事業説明会と相談会を開催した。 

【成年後見制度申立支援事業】 

成年後見制度に関する申立が困難な場合、申立書 

類作成等の相談、後見人候補等の紹介を行う等、申

立の支援を実施した。 

【成年後見制度相談会】 

区民に対し、司法書士が申立の際の相談・助言を

実施した。 

 

 

リーガルサポート 

（司法書士会）19件 

ぱあとなあ東京  

（社会福祉士会）1件 

毎月第 2第 4 火曜日 

回開催 

相談件数 28 件 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

成年後見活

用あんしん

生活創造事

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弁護士によ

る苦情・権

利擁護相談 

 福祉サービス利用に際しての苦情や権利擁護、成

年後見制度について相談に応じた。 

 原則として毎月第 4木曜日 

 

 

相談件数 8件 

後見人サポ

ート事業 

 成年後見制度の利用促進に必要な後見人等に必要

な支援を実施した。 

①司法書士による親族後見人のための、後見業務に

関する説明会 

②親族後見人交流会（親族後見人からの要望により

開催） 

 

 

①11 月 20 日 1 名 

 

②要望がなかったた

め未開催 

地域ネット

ワーク事業 

 成年後見制度の利用の促進に必要となる、地域の

関係機関への支援・情報交換を区と協力して実施し

た。 

①地域包括支援センター 

②特定相談支援事業所 

③行政の各窓口 

④金融機関 

⑤医師会 

⑥弁護士・司法書士・社会福祉士等専門職団体 

 

 

 

①地域包括支援セン

ター社会福祉士部会

への参加 12 回 

⑤難病相談へ参加 

②③④⑥については

随時連携を行った。 

成年後見運

営委員会 

 第三者の立場から成年後見制度推進機関の運営方

針について指導・助言を行うための運営委員会を開

催した。 

第 1回 12 月 6日 

参加人数 9名 

第 2回 3 月 4日 

参加人数 9 名 

社会貢献型

後見人養成 

 社会貢献型後見人の養成について他区の実施状況

に関する情報収集を行い、区から要請があった際に

対応できる準備を進めた。 

 

法人後見事

業 

 成年後見運営委員会の小委員会で承認を受け、社

協自らが後見人となり、区民の福祉サービス契約、

施設入所等の身上監護やそれに付随する日常的な金

銭管理等の後見業務と令和 6年度は、被補助人の死

亡に伴い死後事務対応を行なった。 

新規受任件数 1件 

終了件数 1件 

支援回数 147 回 

成年後見報

酬助成 

 区民が成年後見制度を利用する際、申立経費と後

見人等に対する後見報酬に要する経費を、一定の資

産状況に応じて助成した。 

申立経費助成 0 件 

報酬等に係る費用助

成 9件 

緊急事務管理事業（荒川区

受託事業） 

 区から依頼のあったケースについて、通帳等を預

かり、必要に応じ入院費等の支払いを行った。 

 

利用件数 9件 

支援回数 137 回 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

福祉サービス利用援助事業  高齢者や障がいのある方が、適切な福祉サービス

を選択し利用するための手続きや各種機関の手続き

支援を行うとともに地域で安心して生活するための

支援を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域福祉権

利擁護事業

(東京都社会

福祉協議会

受託事業)＜

拡大事業＞ 

 判断能力は不十分であるが支援内容が理解できる

方（認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者

等）が、日常生活に必要な福祉サービスを利用する

ための相談、情報提供、利用手続き、利用料の支払

い、生活費の払い出し預け入れ、公共料金等の支払

いなどの支援を行った。 

 

 

＜拡大事業＞ 

判断能力がある方に対しても、ひとり暮らし高齢

者や高齢者世帯、身体障がいのある方で支援を必要

とする方を対象に同様の支援を実施する。 

地域福祉権利擁護事業 

契約前支援回数 

923 回 

契約後支援回数 

4,167 回 

年度末契約者 72名 

新規契約者   17 名 

解約者      17 名 

希望なく未実施 

財産保全サ

ービス 

 高齢者、身体障がい者等の財産保全・管理事業を

実施する計画。 

該当なし 

地域福祉権

利擁護事業

利用促進 

 地域福祉権利擁護事業に対するニーズは複雑化す

る傾向くにあり、事業の利用促進のために区民や地

域の関係機関（区、金融機関、地域包括支援センタ

ー、福祉サービス事業所等）に対し、地域福祉権利

擁護事業を周知し、適切な連携関係を構築した。特

に区福祉部生活福祉課や高齢者福祉課、地域包括支

援センター、社会福祉士部会との連絡調整会議を実

施し連携の維持強化を図った。 

生活福祉課(生保)  

5 回 5 件 

 

連絡調整会議 12回 
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 ６．移動支援事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業の内容 実績等 

障がい者の外出支援事業

（ガイドヘルパー派遣事

業） 

 在宅の視覚障がい者及び知的障がい者等が社会生活

上必要な外出をする場合、「障害者総合支援法」に基づ

く外出を支援するサービスを提供することにより、障

がい者の自立と社会参加を推進するため、自主事業と

して障がい者の外出支援事業(ガイドヘルパー派遣事

業)を実施した。 

 移動支援［知的障がい者］ 

移動支援［児童］ 

通院等介助（居宅介護）［身体障がい者］ 

通院等介助（居宅介護）［知的障がい者］ 

同行援護 

 

 

 

 

 

4,297 回  6,279 時間

1,855 回  1,399 時間 

580 回  1,245 時間 

35 回    59 時間 

2,220 回 6,042 時間 

 ガイドヘル

パーの募集・

確保 

様々なニーズに対応できるように、毎月ガイドヘルパ

ー説明・登録会を実施し、ガイドヘルパー登録者を随時

募集した。 

定年(72 歳)後も活動を希望するガイドヘルパーに、

体力測定・認知機能検査等を実施し、基準を満たす場

合、活動を継続できることとし人材確保に努めた。 

 

・ガイドヘルパー説明会・登録会 毎月第 3水曜日実施 

 

・体力測定・認知機能検査 

講師：健康運動指導士 神保秀久氏 

会場：当会事務局 3 階活動サロン 

 

 

 

 

 

 

 

新規ガイドヘルパー 

6 名登録 

9 月 27 日 6 名参加 

2 月 17 日 6 名参加 

ガイドヘル

パー現任研

修 

様々な状況や依頼内容に対し、安全かつ質の高いサー

ビスを提供するため、スキルアップを目的とした研修を

実施した。 

内容：アンガーマネージメントについて（講義・自己理

解のためのワーク） 

講師：カウンセリングサロンぱすてる 

   代表 喜々津 博樹 氏 

会場：アクロスあらかわ 多目的ホール 

 

翌年のガイドヘルパー登録契約の手続きとして、課題

とレポート用紙を郵送し、各自で課題に取り組んだ後、

対面集合形式でグループワークを行い、レポートを提出

してもらう研修を実施した。 

会場：当会事務局 3 階活動サロン 

11 月 26 日 25 名参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 10 日 16 名参加 

3 月 10 日 11 名参加 

3 月 11 日 18 名参加 

研修課題レポート  

45 名提出 

広報活動  ガイドヘルパー派遣事業について広く周知をするた

めに、ホームページや社協だよりに掲載した。 

社協だより 

261 号.262 号.263 号 

支援者等と

の連携 

 安全で充実したサービスの提供とともに、ご本人の地

域生活を支援する視点を持ち、個人情報保護制度を遵守

した上で、ガイドヘルパー及び、利用者相互の必要な情

報提供と支援者のネットワークの構築を図った。 

通年 

資格取得へ

の助成 

登録しているガイドヘルパーが関連の資格（同行援護

または介護職員初任者研修等）取得に対する費用を助成

した。 

区の助成が優先とな

ったため実績なし 
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 ７．助成事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業の内容 実績等 

地域団体への助成 ≪福祉団体運営助成≫ 

 区内の高齢者、障がい者、児童、当事者等の福祉団

体に運営費の一部を助成し、地域福祉活動の推進を図

った。 

≪障害者施設運営助成≫ 

区内の障がい者施設に運営費の一部を助成し、地域福

祉活動の推進を図った。 

≪地域支えあい活動運営助成≫ 

民生委員・児童委員協議会の活動に対して必要な助成

を行い、地域コミュニティの発展、住民のつながりの

強化、安心して暮らせる福祉のまちづくりを推進し

た。 

≪社会を明るくする運動運営助成≫ 

犯罪や非行を防止し、罪を犯した方や非行をした少

年の更生を支え、「いきいき」とした明るい地域づくり

に参画することを重点目標に、区内全域及び全国的に

取り組まれている「社明運動」に助成した。 

10 団体 

 

 

 

6 団体（10施設） 

 

 

1 団体 

 

 

 

 

1 団体 
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 ８．生活福祉資金貸付事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業の内容 実績等 

各種資金貸付事業（東京都

社会福祉協議会受託事業） 

低所得者世帯などに対して、低利または無利子での資

金の貸付と、必要な相談・援助指導を行うことにより、

経済的自立及び生活意欲を促進し、その世帯の安定した

生活を確保するため資金の貸し付けを行う。 

 

 生活福祉資

金貸付事業 

低所得者世帯、障がい者や要介護高齢者のいる世帯

に対して、その世帯の生活の安定と経済的自立を図る

ことを目的に、資金の貸付を行った。 

福祉資金 

◆相談件数(延)  

676 件 

◆貸付決定件数 26件 

  転宅費   1 件 

  その他  18 件 

  緊急小口  7件 

◆貸付決定金額 

    2,568,000 円 

転宅費   497,000 円 

その他 1,558,000 円 

緊急小口 513,000 円 

教育支援資金 

◆相談件数(延) 

1,030 件 

◆貸付決定件数 43件 

 教育支援費   26 件 

 就学支度費   17 件 

◆貸付決定金額 

    31,574,500 円 

 教育支援費 

      26,857,500 円 

 就学支度費 

      4,717,000 円 

総合支援資

金 

 離職や減収により日常生活全般に困難を抱えた世帯の

生活の建て直しのために、継続的な相談支援と生活費及

び一時的な資金の貸付を行った。 

 

◆相談件数(延) 90 件 

◆貸付決定件数  1件 

◆貸付決定金額  

450,000 円 

不動産担保

型生活資金 

 現在住んでいる自己所有の不動産(土地・建物)に、将

来にわたって住み続けることを希望する低所得の高齢者

世帯に対し、その不動産を担保に生活福祉資金の貸付を

行った。 

◆相談件数（延）70 

件 

◆貸付決定件数  1件 

◆貸付決定金額  

   16,450,000 円 

生活復興支

援資金貸付 

 東日本大震災で被災した低所得世帯の生活の復興を支

援するため、当面の生活に必要となる経費等の貸付を行

う。  

対象世帯なし 

特例貸付 

 

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入の減少

や失業等により生計維持が困難となった世帯への緊急小

口資金、総合支援資金の貸付。申請期間の終了後は、償

還や借受人の状況変更の問い合わせ対応等の業務を行っ

た。 

相談件数（延）949件 
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 ９．受験生チャレンジ支援貸付事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業の内容 実績等 

受験生チャレンジ支援貸付 

事業（荒川区受託事業） 

 学習塾、各種受験対策講座、通信講座等の受講費用及

び高校、大学受験等の受験費用を捻出できない方に対し

て貸付を行うことにより、低所得者世帯の子どもたちの

学習機会の確保を支援した。 

《対象者》 

①世帯の生計中心者であること 

②世帯の総収入または総所得金額が一定基準以下である

こと 

③預貯金等資産の保有額が 600 万円以下であること  

④土地・建物を保有していないこと（現在居住してい 

る（土地、建物は除く） 

⑤都内に引き続き 1年以上在住（住民登録）しているこ 

 と 

⑥生活保護受給世帯の世帯主または構成員でないこと 

⑦暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第 2

条 6号に規定する暴力団員でないこと 

相談件数（電話・来

所含めた延べ人数） 

756 件 

新規窓口来所者件数

（実人数）   29 件 

≪貸付決定状況≫ 

貸付決定件数 214 件 

貸付決定金額 

    23,885,900 円 

○学習塾等受講料 

貸付金（中学 3年） 

貸付決定件数   61 件 

貸付決定金額 

    11,356,200 円 

○学習塾等受講料 

貸付金（高校 3年） 

貸付決定件数  42 件 

貸付決定金額      

7,644,800 円 

○受験料貸付金 

（中学 3年） 

貸付決定件数   56 件 

貸付決定金額 

     1,159,300 円 

○受験料貸付金 

（高校 3年等） 

貸付決定件数  55 件 

貸付決定金額 

     3,725,600 円 

≪償還免除≫ 

償還免除決定件数 

215 件 

（令和 5年度貸付

決定 218 件分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談窓口の

設置運営 

 相談窓口(常設)を設置し、専門相談員が対応し、必要な支援を行った。 

広報普及啓

発活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 区報、ホームページへの掲載に加え、学校や関係機

関への情報提供等、受験生チャレンジ支援貸付事業に

ついて区民への情報提供をきめ細かく行った。 

①区営掲示板にポスターを掲示 

②区報掲載 

③社協だより掲載 

④区立中学校、区内高校へリーフレット配布（東社協

経由） 

⑤区内塾（60か所）へリーフレット、ポスターを配布 

⑥ひとり親メールマガジン配信 

⑦各機関や関係団体への周知 

 

 

 

①9 月 5 日～14日 

②7 月 11 日号 

③5月号、12 月号 

④4月 

 

⑤4 月 

⑥8 月、1月 

⑦7月、9月、10 月 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

受験生チャレンジ支援

貸付 

事業（荒川

区受託事

業） 

広報普及啓

発活動 

（こども応援ネットワーク、中学校校長会、進路指導

主任研修会） 

⑧福祉まつりブースでＰＲ・チラシ配布 

⑨都電各停留場ポスター掲示 

⑩区内図書館、ひろば館・ふれあい館等へチラシ・ポ

スター配布 

 

 

⑧11 月 

⑨11 月、12 月 

⑩ 4 月 
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 １０．ひとり親貸付事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業の内容 実績等 

ひとり親家庭高等職業訓練

促進資金貸付事業 

（東京都社会福祉協議会受

託事業） 

1．訓練促進資金 

高等職業訓練促進給付金を活用して養成機関に在学

し、就職に有利な資格の取得を目指すひとり親家庭の

親に対し、入学準備金、就職準備金を貸し付けた。 

2．住宅支援資金 

児童扶養手当を受け、または所得が同水準で自立支

援プログラムの策定を受け、自立に向けて意欲的に取

組む、ひとり親家庭の親に対し、住居の借り上げ資金

を貸し付けた。 

 ※1、2それぞれ、就職、就業継続ほかの要件に合致

する場合には、返済が免除される。 

◆訓練促進支援貸付 

 （就職準備金） 

件数         1 件 

貸付金額  200,000 円 

 

◆住宅支援資金貸付 

件数         9 件 

貸付金額 

4,320,000 円 
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 １１．特定相談支援事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業の内容 実績等 

計画相談支

援及び障が

い児相談支

援事業 

指定特定相

談支援事業・

障がい児相

談支援事業 

障害者総合支援法及び児童福祉法に基づき、障害福祉

サービス、障害児通所支援を利用する方を対象に、相談

支援及び指定特定相談支援・障害児相談支援を実施し

た。 

本事業は社会福祉事業区分に属するが、事業の実施は

公益事業区分の荒川区立障害者福祉会館(アクロスあら

かわ)にて実施している。事業の詳細は、同サービス区

分に記載。 

契約件数 344 件 

新規件数 13 件  

廃止件数 23 件  

障がい者虐

待防止の取

り組み 

 利用者や関係者との面談やモニタリング等を通じ、虐待の早期発見、職

員による虐待防止のため「職員への研修の実施」や「虐待防止委員会の定

期的な開催」に取り組んだ。管理者が研修に参加し、ミーティングを通じ

て研修内容の共有を図った。 

感染症対策 感染症の発生及びまん延を防止するため「日常生活における基本的な感

染対策」に取り組んだ。来館時手指消毒、机椅子の消毒を継続実施 

業務継続に

向けた取り

組み 

 感染症や非常災害発生時の事業継続に向け、以下の取り組みを実施し

た。 

○事業継続計画等の策定 

○職員を対象とした研修と訓練の実施 

○防災備蓄品の在庫の確認、災害備品の使用法の確認を実施 
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 １２．障がい者就労支援事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業の内容 実績等 

障がい者就労支援事業  障がい者就労の機会を広げ、安心して働き続けられ

るように、就労支援コーディネーターと生活支援コー

ディネーターが本人や家族、企業から相談を受け、就

労を支援することにより、地域での自立した暮らしを

支えた。 

また、地域開拓促進コーディネーターが、区内の就

労支援施設に通所している方や施設と連携して相談等

の働きかけを行い、福祉的就労から一般就労への移行

を支援した。 

◆登録者   839 名 

◆新規登録者数 54名 

◆新規就労者数 39名 

（身体 5名・知的

21 名・精神 13名） 

◆就労者数  386 名 

（身体 42名・知的

220 名・精神 124 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労支援  仕事探し・面接・実習の同行、企業開拓、離職調整

等の就労支援を行った。また、就労移行支援事業所、

就労継続支援事業所等と連携して、支援のコーディネ

ートを実施した。 

<支援内容> 

①職業相談 

就労、職種に関する相談と助言や求人、社会資源等

の情報提供等 

②就職準備支援 

面接の練習、履歴書の準備確認、求人票の紹介、ハ

ローワークへの同行、職業評価の依頼等 

③職場開拓 

公的機関や民間企業との雇用相談等 

（職安以外の経路） 

④職場実習支援 

業務内容や実習状況の確認、正規雇用への条件の調

整 

⑤離職時の調整及び離職後の支援 

離職に伴う諸手続きの確認と調整、今後の調整 

 

 

 

 

 

①職業相談 3,452 件 

（新規 464 件・継

続 2,988 件） 

②就職準備支援 133

件 

 

③職場開拓  521 件 

 

 

④職場実習支援 23件 

 

 

⑤離職時の調整・離

職後の支援 67 件 

就労支援件数①～⑤ 

計 4,185 件 

就労訓練  就労の準備として、訓練機関的な支援を行った。 

<訓練内容> 

①生活リズムの安定 

就労以前の生活リズムの調整を行い、それを安定さ

せていくもの。 

②基礎技能の習得 

他機関の訓練を紹介するレベルまででない内容の技

能のコーチ。 

③就労意欲の維持 

求職期間または訓練の待ち期間の就労意欲の維持の

ための通所 

随時実施 

※早期の段階から他

機関へつなぐケース

が増えており、他機

関の訓練機能を活用

が増加している。 

定着支援 

 

 

 

 

 

 一般就労している方が安定した就労を続けていける

ように、本人及び企業へ支援を行った。また、ジョブ

コーチ的支援等も行った。 

<支援内容> 

①職場定着支援：職場訪問及び職場内支援、職場同行 

など 

職場定着支援 

①,②合計 6,429 件 

(訪問 252 件、同行

8件、その他 6,169

件、余暇 14 件） 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

障がい者就

労支援事業 

定着支援 ②余暇活動支援：ともともクラブ、フットサル（レウ

ニル） 

エンパワメント事業

参照 

生活支援  安心して職業生活を続けられるよう、就労に関わる

日常生活の支援として関係機関との連携による福祉サ

ービス利用等のコーディネートと情報提供を行った。 

<支援内容> 

①生活相談 

人間関係に関する相談と助言、家庭においての諸問

題に対する助言・定期的な面接 

②日常生活の支援 

現況把握の為の家庭訪問、定期的な通院や買い物の

同行 

③豊かな社会生活を築くための支援 

余暇活動支援 

④安心して職業生活を続けられるための支援 

就労先への業務変更等の調整、転居による移行支援 

⑤将来設計や本人の自己決定支援 

キャリアアップに向けての相談助言等、本人の意向

への支援 

⑥関係機関との連携 

連絡会議の開催、生活寮の就労に関わる調整 

 

 

 

 

①   1,800 件 

新規    17 件  

継続 1,783 件  

②     21 件 

 

 

③    1,236 件 

 

④      14 件 

 

⑤      2 件 

 

 

⑥   1,640 件 

 

生活支援延件数 

①～⑥合計 4,713 件 

エンパワメ

ント事業 

 一人ひとりの生きる力を育むため、本人活動である

「ともともクラブ」「フットサル レウニル」を応援す

ることで地域での生活を支援した。 

①ともともクラブ 

 懇親会やレクリエーション（ボウリング大会やあら

かわ遊園への遠足）を行った。 

 

 

 

 

 

②フットサル（レウニル） 

 練習会 2回（8月.2 月）、試合(コパあらかわ)2回 

（6 月.12 月）、全日本知的障害児者サッカー大会 1回 

 

 

 

①月例会 

6 月（役員決め） 

7 月（カラオケ） 

9 月（ハートフル 

運動会） 

10 月（食事会） 

11 月（福祉まつり） 

1 月（懇談会） 

 

 

 

就労支援ネ

ットワーク

づくり 

 ハローワーク・企業・障がい者団体・特別支援学

校・障がい者施設・行政・自立支援協議会等とのネッ

トワークに参加し、雇用促進に向けて情報交換を行

い、支援協力を得た。 

①東京都障害者就労支援関係機関意見交換会 

参加機関：東京都の区市町村就労支援事業者 

            障害者就業・生活支援センター事業者 

      東京産業労働局雇用就業部就業推進課 

②城東・城北ブロック就労支援センター連絡会 

③ハローワーク足立 連絡会議 

参加機関：荒川区・足立区の就労支援機関 

④就労支援センター説明会・連絡会 

 

 

 

 

①年 1回 

 

 

 

②年 3回 

③ハローワーク足立 

年 4 回 

④説明会・連絡会 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

 参加機関：水元小合学園・志村学園 

 

⑤就労担当者連絡会議 

 参加機関：荒川区・区内就労支援機関 

⑥自立支援協議会 

 

⑦自立支援協議会 しごと部会 

 参加機関：区内就労支援機関 

水元小合学園（7月） 

志村学園 (11 月) 

⑤年 2回 

 

⑥自立支援協議会定

例会（年 3回） 

⑦隔月開催 

地域啓発事

業 

 障がいのある方々の就労について、地域住民や企業

等に広く関心を持ってもらい、理解を得るために、啓

発事業を実施した。   

① 障がい者雇用検討のきっかけ作りのため荒川区商工

会議所で就労支援センター事業説明を実施 

② 区内一般企業向け広報誌「あらかわ産業ナビ」に障害

者就労の紹介記事を掲載 

③ 「社協だより」で荒川区内で障害者雇用を行ってい

る事業所の紹介、職場体験先の募集記事を掲載 

④ 区内中学校（特別支援学級保護者向け）、高校卒業後

の支援体制についての講師活動 

 

 

 

①1回実施 

 

②1回実施 

 

③263号．265号 

 

④4回実施 

 

障がい者就

労激励会・長

期勤続表彰

式 

 障がい者が就労している企業や関係機関の出席のも

とで長期勤続者の表彰を行い、障がい者の就労を激励

する機会とした。また、勤続表彰を継続的に実施し、

企業、関係機関等の情報交換の場として、障がい者就

労の推進を図った。 

11 月 22 日 

サンパール荒川 

（表彰式・懇親会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 35 －



 

 １３．ファミリー・サポート・センター事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業の概要 実績等 

ファミリー・

サポート事

業 

（荒川区受

託事業） 

  仕事と育児の両立及び育児環境の整備を目的に、子

育ての援助を受けたい利用者と育児の支援をする地域

の協力会員とがお互いに助け合う「地域のささえあ

い」を実践する住民参加型の会員制有償サービスを提

供する。 

≪利用会員（子育ての援助を受ける会員）≫ 

この事業に理解があり、区内に在住または在勤し、概

ね生後 6か月以上小学校 6年生までの子どもがいる

方。（区内に在園・在学児がいる方も含む） 

※サービスの利用には利用会員としての登録が必要。 

※会員登録は、原則として毎月第三木曜日に開催する

「会員登録説明会」に参加して、事業の趣旨や相互に

守るべきルール等を理解していただく（１時間程度） 

希望により託児も用意（人数に限りあり） 

緊急の場合等は、窓口でも対応（日曜祝日・休日、年

末年始を除く月曜日～土曜日の 8：30～17：15） 

≪協力会員（子育ての援助活動を行う会員）≫ 

この事業に理解と熱意がある心身ともに健康な 18歳以

上の方で、保育士、幼稚園教諭、看護師、保健師、助

産師等の有資格者、もしくは、小学校教諭の経験があ

る方、東京都等の子育て支援員研修の受講修了者、区

から委託を受けた社協が実施する協力会員養成講座の

修了者。 

≪利用料金≫ 

１時間 720 円～840円（利用時間帯による） 

 ※１時間を超える場合は 10分単位で計算（120円～

140 円） 

※同時に 2人以上が利用する場合は、2人目から半額

（子育ての援助活動を行う会員） 

利用会員  2,439 名 

協力会員    497 名 

活動回数  6,569 回 

活動時間 9,224 時間 

育児支援 

サービス 

残業、病気、通院、冠婚葬祭、家族の介護や社会活動

への参加などのため、保育園・幼稚園・学校・学童ク

ラブへの送迎や保護者が帰宅するまで、子どもを預か

るなどのサービスを提供する。 

≪利用する際の理由の例示≫ 

①仕事（残業など）のため 

②医療機関への通院のため 

③家族（親類）の看護・介護のため 

④冠婚・葬祭に参加するため 

⑤リフレッシュしたいため 

⑥就労準備のため職業訓練や学習会に参加するため 

⑦PTA や地域の行事、ボランティア活動に参加する 

ため 

⑧その他、ファミリー・サポート・センターが援助

の必要性を認めた場合 

 

会員講習会 ≪協力会員養成講習会≫ 年 5回（1回につき 3日間） 

 ①保育士、保健師、栄養士等の座学講習 

 ②区内保育園での保育実習 

年計 13 名（登録者

数） 
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大項目 小項目 事業の概要 実績等 

 ③AED（自動体外式除細動器）の救命講習 

≪フォローアップ研修等≫ 

 ①救命救急講習会（年 5回） 

 

 ②協力会員養成講座 再講習（年 5回） 

  

 

③その他知識、技術の向上を目的とした講習会（講

演会） 

 

 

①年計 10名(荒川消 

防署) 

②年計 15名 

(荒川消防署、 

アクロスあらかわ) 

③なし 

事例発表・交

流会 

≪協力会員交流会(研修会)≫ 

〇協力会員の活動の充実を目的に開催 

≪事例発表・交流会≫ 

〇利用会員（保護者と子ども）と協力会員が、会員間

の交流を図る目的で開催した。 

8 月 22 日 

行先 魔法の文学館 

参加人数 

協力会員  15 名 

利用会員  16 名 

子ども   22 名 

連絡調整会

議 

 アドバイザーと地域リーダーが情報交換及び協議を

行った(地域リーダー会議)。 

年 6回実施(隔月開催) 

協力会員継

続 5 年表彰

の実施 

 協力会員を表彰することにより、日頃の活動に感謝

を表し、活動意欲を高めることを目的に隔年で実施し

ている。 

隔年実施のため次年度

実施 

 

広報紙｢Ｆめ

～る｣の発行 

 会員向けに交流会の案内、協力会員へのフォローア

ップ研修や養成講座の案内、その他お知らせ等の情報

提供を行った。 

公式 LINE を通じて広報紙発行の案内や、行事の様子

など情報提供を行った。 

年 1回発行各 3,400 部 

令和 6年 6月 №75 

令和 6年 4月～ 

令和 7年 3月  

年 12 回 

託児サポーター事業（荒川

区受託事業） 

 講演会の託児など保育施設や自宅以外の場所におけ

る一時的保育サービスを、地域の協力会員（託児サポ

ーター）が担うことにより、子育て家庭の社会活動へ

の参加を促進し、子育て家庭を支援した。 

※原則、託児サポーターはファミリーサポート事業の

協力会員に依頼した。 

通年実施 

利用団体：14団体 

派遣件数： 100 件 

派遣人数： 426 名 

 連絡調整  利用団体と託児サポーターとの情報交換及び協議を

行った。 

利用料金等についての

確認 

利用団体へ

の説明 

 利用団体に対して会則等の周知徹底を図ることによ

り、円滑な託児サポートが行えるようにした。 

利用希望団体へ手引き

書を用いて説明 

広報活動 社協だより等を活用して、託児サポーター事業を広く

周知し、事業の推進を図るとともに、子育て家庭の社会

活動への参加を促した。 

養成講座の実施 

Ｆめ～る、公式 LINE で

の周知 
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厚生援護資金貸付事業拠点区分 

 

 １４．厚生援護資金貸付事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業の概要 実績等 

厚生援護事業  低所得世帯が一時的に生活困窮状態になり、他の方

法では生活を保持する資金が得られない場合、その世

帯の生活を維持するために必要な資金の貸付を行っ

た。 

◆相談件数(延) 62 件 

◆貸付件数   13 件 

◆貸付決定金 

200,000 円 

◆償還件数     9 件 

当年度分償還  9 件 

過年度分償還  0 件 

◆償還金額  

110,000 円 

当年度分償還金額 

       110,000 円 

過年度分償還金額 

          0 円 
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歳末たすけあい運動事業拠点区分 

 

 １５．歳末たすけあい運動事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業の内容 実績等 

歳末たすけあい運動事業 

（12月1日～31日） 

 地域の誰もが、あたたかいお正月を迎えることがで

きるように、また、地域における福祉活動を推進して

いくため、共同募金運動の一環として、町会・自治

会、民生委員・児童委員協議会、母の会等で「歳末た

すけあい運動実施委員会」を組織し、当会が実施者と

なって募金活動を行った。 

○第 1回実施委員会 

・委嘱状交付について 

・歳末たすけあい・地域福祉募金の使途概要について 

・令和 6年度歳末たすけあい運動（歳末たすけあい・

地域福祉募金）の実施について 

 

○第 2回実施委員会 

・募金額について 

・令和 6年度 歳末たすけあい・地域福祉募金配分計画

（案）について 

 

○第 3回実施委員会 

・令和 6年度歳末たすけあい運動（歳末たすけあい・

地域福祉募金）の年度内配分について 

・令和 7年度地域福祉活動計画（案）について 

令和 6年度歳末たす

いけあい・地域福祉

募金収納金額  

11,468,577 円 

 

 

日時：10月 31 日 

      14 時～ 

場所：サンパール荒川

第 6集会室 

出席：24名 

 

日時：12月 13 日 

   14 時～ 

場所：サンパール荒川

第 1集会室 

出席：22名 

日時：3 月 11 日 

   14 時～ 

場所：サンパール荒川

第 2集会室 

出席：16名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギフト券の

配付事業 

当年度の募金を財源とし、年末から年始にかけて、

区内在住のひとり暮らし高齢者と在宅障がい児のう

ち、要件を満たす対象者へギフト券を配付した。 

①18 歳以下の区内在住の身体障害者手帳、愛の手帳ま

たは精神障害者保健福祉手帳の所持者で、且つ、民

生委員・児童委員による訪問を希望され、申込書類

を提出された方 

②「荒川区高齢者みまもりネットワーク事業」に登録

している 70 歳以上のひとり暮らし高齢者で、民生委

員による「ひと声」運動を希望する住民税非課税世

帯。（但し、生活保護世帯、施設入所・病院入院者等

を除く) 

 

 

 

①316 名 

 

 

 

②1,715 名 

 

 

計 2,031 名 

広報活動 当年度の募金を財源とし、町会・自治会の協力のも

と、各町会・自治会所管の掲示板でのポスター掲示を 

行うとともに、あらかじめ区報への掲載やチラシ、ホ

ームページ・ＳＮＳ等を通じて広報を行った。 

ポスター 1,495 部 

チラシ   3,077 部 

地域福祉活

動事業 

 

前年度の募金を財源とし、以下の見守り・支え合い

事業、及び地域福祉啓発事業を行った。 

①見守り・支え合い事業 

 1）ふれあい粋・活サロン 

 

 

 

1）ふれあい粋・活サ 

ロン 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

歳末たすけ

あい運動事

業 

（12月1日～

31日） 

地域福祉活

動事業 

 

  高齢・障がいのある方等の孤独感を解消するた

め、町会・自治会や民生委員・児童委員など地域

の方々のご協力により、ご近所で交流できる場づ

くりを行った。 

 2）子どもと高齢者との年賀状交流 

  75 歳以上の高齢者みまもりネットワーク事業登録

者へ、小中学生が通信面を作成した年賀状を送付

し、心の交流を図った。 

  

 

 

 

 

 

3）生活困窮や孤独感解消への取組み 

  高齢・障がいのある方等の孤独感解消のために、

ご自宅での傾聴活動を行う団体を支援した。ま

た、食品等の寄付が不足する時期に、生活困窮者

等へ食品や生活必需品を配付した。 

 

 

②地域福祉啓発事業 

 1）「あらかわ社協だより」等、紙面による地域福祉

活動等の広報を行った。 

    1,100,000 円 

※活動実績は別項目 

 

 

2）年賀状交流 

≪協力校等≫ 

小学校 20校 

中学校 8校 

都立高校 1校 

私立中高校 1校 

ひろば館 2館 

≪送付実績≫ 

5,022 名 

≪経費≫ 436,500 円 

3）孤独感解消 

・傾聴ボランティア

グループダンボの

会への補助 

     200,000 円 

・生活困窮者等への

食材（米）の配付        

50,000 円 

1）社協だよりの発行 

(経費の一部) 

540,744 円 

協力金の交

付（旧：小

地域組織化

助成 

歳末たすけあい運動の募金額に応じて、町会･自治会

への協力金を交付した。 

119 件   921,600 円 

 

 

地域福祉活

動助成 

ボランティア団体の福祉活動に対して助成を行っ

た。 

11 件    800,000 円 
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尾久生活実習所「あらかわ希望の家」本所・分場事業拠点区分（※指定管理施設） 

 

※現在、指定管理施設は４施設で、このうち尾久生活実習所「あらかわ希望の家」本所・分場、

荒川生活実習所及び荒川福祉作業所は社会福祉事業区分に含まれ、荒川区立障害者福祉会館（ア

クロスあらかわ）のみ公益事業区分に含まれる。 

 

 １６ ．尾久生活実習所「あらかわ希望の家」本所・分場事業サ－ビス区分           

 

施設概要 

1．概要 

特別支援学校を卒業したお子さんが、行き場所がなく家にひきこもることのないようにとの保護者

の切実な思いを受け、「荒川のぞみの会」が昭和 56 年に通所の場としてスタートし、昭和 62 年に同

会からの依頼を受け、社協が区の補助金で運営を開始した。平成 7年には、荒川区立尾久生活実習所

「あらかわ希望の家」として区からの受託運営に切り替えられた。 

平成 12 年度から、知的障害者福祉法に基づく法内施設として位置付けられ、平成 14年度からは、

利用者の増加に伴って分場が開設された。平成 18 年度から、新たに区の指定管理者としての運営を

開始(3 年契約)し、平成 21 年度(5 年契約)から、継続指定管理者として引き続き運営を行うととも

に、障害者総合支援法に基づき「生活介護事業」に移行し現在に至っている。新たに令和 6年度（5 年

契約）、指定管理者として引き続き運営を行う。 

近年、重度の障がいを抱える利用者が増加しており、障害支援の評価区分（1から 6までの 6段階）

の平均が 5以上に達している。利用者に対して、それぞれの障がいに合わせた個別のケアを検討し、

適切なサポートを提供している。 

また、利用者の年齢が上昇することにより、身体機能の低下や在宅生活をサポートする家族の高齢

化に伴う支援力の低下などが起こり、その結果、利用者の在宅生活がますます困難になり、区内外の

施設への入所が増加している。 

どのような環境においても、利用者が自身の意思を持って選択し、自己決定ができるように保護者、

関係機関、グループホーム等との緊密な連携を築きながら、利用者の日常生活の充実と社会的な自立

に向けて支援している。 

2．目的 

区内の障がいのある方々を対象に生活作業訓練・地域交流などに取り組み、日々の生活の充実と社

会的自立を図ることを目的に運営している。利用者の持つ機能・能力を引き出すことと併せて、地域

の方々との交流を図ることを通して地域の中で生じる様々なハンディキャップを克服し、地域で豊か

に生きることを支える。また、障がいのある人や家庭が抱える問題に対して、生活支援員を中心にあ

らゆる職種の職員がそれぞれの専門性を生かした支援を行い、地域の様々なネットワークを活用して

地域での生活を支援する。 

3．利用定員 77 名 (本所 58 名、分場 19 名) 

4．登録人員 72 名（本所 55名、分場 17 名）※令和 7年 3月 31 日現在 

5. 開 所 日 243 日 月曜日～金曜日 (土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く) 

6．所 在 地 《本所》荒川区西尾久 6-17-3 

       《分場》荒川区西尾久 4-6-4 

７．入退所者（令和 6年度） 

 入所者 4名 本所 7月 1 名 12 月 2 名 2 月 1名  

 退所者 6名 本所 5月 1 名  6 月 1 名  8 月 1名 9 月 1名 3 月 2 名 

 ＊退所理由 ：区外施設入所３名、区外引越 1名、自宅療養 1名、死亡１名 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

充実事業 1）将来を見据えた支援（利用者家族の支援） 

利用者及び生活を支えている家族の高齢化が

進み、将来を見据えた支援が必要となっている。

関係機関との連携と協力に努め、福祉サービスや

成年後見制度の情報提供を実施した。 

 

2）記録環境整備（個別状況に応じた計画策定記録

の実施） 

令和 4年度から記録ソフトを導入し、利用者支

援や健康に関する情報の一元管理に取り組んで

いる。これにより、職員間で利用者に関する情報

の共有がより密となり、個別支援の充実や家族・

関係機関との連携の強化を意識した取り組みを

実践した。 

個別支援計画や関係機関との情報共有おいて、

書面での説明に加え動画を使用し、理解しやすい

説明を実践した。 

 

3）災害時における地域・保護者との連携 

 地震、火災、洪水といった災害の種類や規模に

対応した避難（防災）訓練を毎月実施するととも

に、年 1回以上、町会や自治会等と合同で実施す

る。また、非常時や災害時の連絡手段となる災害

伝言ダイヤル訓練等を実践した。 

 災害物品の管理、感染症対策、放送訓練、分散

配置訓練、館内点検等については、それぞれの目

的や職員の役割を明確にして実施した。 

 

4）職員の計画的なステップアップ 

より質の高い生活支援や作業支援を提供する

ため、利用者個々の障がい特性を理解し、適切な

対応を行うための知識と技術の習得を図る。 

強度行動障害支援者養成研修やサービス管理

責任者研修等、職員が経験年数等に応じてステッ

プアップできる研修を実施した。 

 

1）保護者に対し成

年後見人について

の資料提供や保護

者会で成年後見制

度の説明を実施。 

 

2）連絡ノートや利

用者・保護者からの

問合せに際し、様子

の伝達がスムーズ

となっている。 

 

計画の作成に動画･

写真･イラストを使

用し理解促進に努

めた。 

 

 

3）伝言ダイヤル訓

練･緊急時メール訓

練を 2回実施。 

地域住民参加型避

難訓練を実施し、

災害時の物品管理

や機器操作を適宜

実施した。 

 

 

4）全職員が 1回以

上外部研修を受講

できるよう計画作

成した。 

利用者に提供する

食事に着目し、生

活支援員が実際に

ミキサー調理し試

食する等の内部研

修を実施。 

生活介護事

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活作業訓

練事業 

≪日常活動≫ 

 運動、創作活動、音楽活動、レクリエーション、

喫茶活動、外出・外食活動などの活動プログラム

を実施する。障がい特性や年齢、体力、興味関心

等によって異なる幅広いニーズに応じ、様々な経

験を通して利用者それぞれの持てる力を発揮で

きるよう日常活動を実施した。 

喫茶活動では、利用者自身が役割を持ち、接客

側とお客側を体験した。 

≪基本的生活活動≫ 

 食事・排泄・移動・更衣・整容・清潔保持等に

 

・9つのグループに

分かれ、個別の特性

に合わせたプログ

ラムを実施した。 

 

 

 

 

感染症予防対策を

継続し、常時実施 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ついて、行為や行動を習得するための支援を行

い、生活スキルの向上を図った。 

≪コミュニケーション活動≫ 

 利用者同士、職員や地域の方々との日常的なコ

ミュニケーション・関係づくりを通して、集団の

中で安心して楽しく、互いに心地よい環境で過ご

すためのコミュニケーション方法や協調性・社会

性を身に付ける支援を実施した。 

また、オンラインを活用し、対面ではない方法

での他施設交流を継続した。 

≪講師活動≫  

 専門的な講師の指導のもと、美術・文章表現・

自立プログラムなどの活動を行う。 

 講師活動は、施設職員以外の人と関わる機会に

もなっており、活動の成果は、障がい者の理解を

深めるための啓発・広報活動として実施した。 

≪合同プログラム≫ 

季節の催し、音楽活動、ボッチャ、カラオケ、

ボウリング、喫茶活動、クラブ活動等を行い、主

体的選択や自己決定、利用者同士の関係づくりに

取り組み、楽しむ機会を提供した。 

 

 

 

 

 

≪外出活動≫ 

 外出活動を通じて、知識や経験を広げ、社会の

決まり事やその意味を学ぶ機会を設けた。 

○社会見学 全 9グループ 年 2回実施  

○トランポリン活動  

楽しみながら体を動かし、情緒の安定を図る。 

年 4回実施 

○宿泊訓練  

施設の仲間たちや職員と寝起きをともにする

体験を通じて、社会性、自律性を高める機会と

して実施した。全 9グループ実施。 

○バスハイク 

 宿泊訓練における社会参加及び余暇活動の代

替として実施した。全 9グループ実施。 

 

 

本所・分場とのオン

ライン会議の実施。

他施設との絵画交

換の交流等を実施

した。 

 

 

 

美術教室 50 回 

自立プログラム 

12 回 

パソコン教室 

13 回 

 

ボッチャでは他グ

ループと対戦し、目

標を持ち練習を実

施。ボランティアに

よる音楽活動を実

施。写真クラブでは

タブレット端末を

使用し散歩の際に

見た植物等を撮影

した。 

 

 

個別支援計

画の策定 

その人らしく自立して地域で暮らしていける

よう、一人ひとりのニーズを随時把握し、目標や

支援方法を定める個別支援計画を策定して支援

を行う。その過程と結果をもとに、利用者の自信

や職員との信頼関係につながるよう目標や支援

方法の見直しを実施した。 

常時実施 

相談支援 

 

 

本人のみならず、家族にとって最も身近に相談

ができる機関として機能できるよう、随時の面談

等の充実を図り、ニーズのキャッチと将来の生活

常時実施  

保護者や利用者か

らの相談に対応。 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

生活介護事

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談支援 設計や成年後見制度等を含めた相談に力を入れ

る。また、特定相談支援事業者等の関連機関と連

携した支援の充実や各家庭への必要なサービス

の案内等を行った。 

区のワーカー、特定

相談、ＧＨなどの関

係機関と情報を共

有し、問題解決に取

り組んだ。 

健康管理 ○健康維持のため、個々の利用者の体調・疾病状

況・健康状態を把握するとともに、日常的支援

や看護師・栄養士等からの助言等を実施した。 

○日常的に看護師が健康管理を実施した。(連絡

帳の確認、検温、バイタルチェック)。 

○疾病の予防と早期発見に努め、健康の保持・増

進を実施した。 

○理学療法士が作成した個別の体操プログラム

に沿って 運動を行い、身体機能の維持を実施

した。 

○健康診断を年 1回実施した。 

○医務室にて専門医(内科医・精神科医)の診察や

健康相談を実施した。 

○保護者に対して、健康及び保健衛生についての

知識の 普及と啓発を行うための情報提供を

実施した。 

常時実施 

〇健康診断 

全 3回実施 

嘱託医による健康

相談、精神科相談を

実施した。 

保護者からの依頼

により保護者と精

神科医の相談を実

施。 

健康管理を毎日実

施した。 

理学療法士と協力

し個々の体操プロ

グラムを順次作成

および更新。 

給食事業 利用者の健康保持・増進を図るため、行き届い

た衛生管理下で調理された栄養のバランスの良

い給食を提供した。また、個々の利用者が食べや

すい食事形態や食器に配慮し、自立に向けた食事

支援を実施した。必要に応じて、利用者、保護者、

関係者に対して栄養相談・栄養指導を実施した。 

常時実施 

嗜好調査を実施 

（年 1回） 

保護者給食試食会 

4 回実施 19 名参加 

10 月 15 日  

10 月 16 日  

10 月 17 日  

10 月 18 日  

通所支援 令和 4年 4月から、委託業者は送迎車両の運行

のみを行い、添乗職員は社協が雇用する形態とな

っている。 

委託業者と施設職員による運行前後のミーテ

ィングや申し送りを実施し、情報を共有すること

で安全運行に努める。また、添乗職員に対して、

「乗降介助の方法」「車内での急変対応」「障がいの

理解」等の研修を適宜実施した。 

常時実施 

添乗・運転職員研修 

2 回 15 名参加 

10 月 21 日 

10 月 23 日 

送迎会議 

8 回実施 

行事及び地

域交流・啓発

事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者が一人ひとりの持つ能力を発揮し、様々

な行事に取り組むことにより、達成感や充実感、

喜びを得られるようにする。また、地域の方々と

の交流を通じて地域での豊かな生活につなげる

とともに、地域住民の障がいに対する理解を高め

た。 

≪地域交流活動≫   

日常活動や行事へのボランティアの受け入れ

のほか、近隣の飲食店や公共施設に絵画を展示し

ていただく「絵画交換」や“ゆいの森あらかわ”

での定期展示、各種作品展への出展を通じて交流

計画通り実施 

 

 

 

 

 

 

毎月絵画交換 9 ヶ

所実施 

 

ゆいの森あらかわ
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を深める。 

 また、分場においては、西尾久みどり保育園と

の交流事業をきっかけに始めた、「街なかシリー

ズ」を継続した。 

※街なかシリーズとは、利用者が季節に合わせて

作成したペープサートを地域の方々が分場に

面した歩道に飾りつける取り組み 

≪施設公開「やかまし祭」≫  

利用者の日頃の活動の成果を地域の方々に紹

介し、理解と共感を得るとともに、地域の方々や

近隣保育園との交流を図った。 

 

≪ハートフル運動会≫ 

 心身障害児者福祉連合会主催の運動会に参加

し、運動会の雰囲気を味わいながら、様々な障が

いのある方々や中学生をはじめとするボランテ

ィア等との交流を図った。 

≪入所式≫ 

特別支援学校卒業時の入所者なし。 

≪二十歳の成人を祝う会≫  

 利用者・職員・保護者をはじめ、地域の方々と

ともに喜び、二十歳としての第一歩を踏み出すこ

とを祝福する会を実施した。 

≪情報紙の発行≫ 

 地域の方々に施設の活動や障がい者について

知っていただくため、地域交流情報紙「あしあと｣

を年 2回発行した。 

≪アート展示≫ 

 施設の身近な地域の公共施設や飲食店などで

利用者の作品を展示し、より多くの地域の方々が

利用者の作品に接することにより、障がいのある

人と施設についての理解を深めてもらう機会と

した。 

 

 

 

 

≪自主生産品の販売≫ 

 利用者が活動でつくった「自主生産品」を地域

の催し物等で販売した。 

 

 

≪見学者・ボランティアの受け入れ≫ 

行事等を含めた活動全般を、日常的にボランテ

ィア活動ができる場とし、地域の方々との交流を

通じ利用者の人間関係を豊かにする。随時、見学

者を受け入れ、施設の設置目的や障がい者への理

解を促進した。 

また、サマーボランティアスクールや企業の新

の定期展示を実施。 

 

分場前の公園工事

もあり、6 月まで

「街なかシリーズ」

を実施した。 

 

 

11 月 23 日 

来場者 

180 名（本所）

69 名（分場） 

 

9 月 28 日 

利用者参加 

48 名（会場） 

14 名（施設） 

 

 

 

1 月 17 日 

対象者 3 名 

 

 

年 2 回発行 

 

 

 

9 ヵ所に毎月絵画

交換(再掲) 

障害者施設合同作

品展示「ゴチャマ

ゼ・イロイロ展覧

会」に出展。 

障害者週間に区役

所展示スペースに

展示。 

 

自主生産品をあら

かわ福祉まつりと

施設公開やかまし

祭で販売。 

 

日常ボランティア

延べ 96 名 

サマーボランティ

ア受入 29名 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

生活介護事

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行事及び地

域交流・啓発

事業 

任職員研修の受け入れを実施した。 

≪体験実習・進路実習の受け入れ（利用者）≫ 

特別支援学校や関係機関からの依頼に応じて

受け入れており、実習生の特性に合わせて、実習

するグループや活動プログラム等を調整して受

け入れを実施した。 

≪資格取得のための実習受け入れ（一般）≫ 

 社会福祉士や保育士、教員免許等の資格取得の

ための実習の受け入れを実施した。 

 

 

企業研修 4名 

進路実習 4名 

 

 

 

社会福祉士 3名 

保育実習 5名 

障がい者虐

待防止・身体

拘束等の適

正化 

不適切な身体拘束を含めた障害者虐待を防止

するため、施設職員への研修や虐待防止委員会を

定期的に実施した。 

虐待防止委員会 

毎月 1回実施 

虐待防止研修 

全 9回 73 名参加 

虐待防止チェック

リスト 

年 1 回実施 

防災訓練 発災時の利用者の安全を確保するため、総合防

災訓練を含め、地震・火災等を想定した各種訓練

を行った。また、地域住民参加型の防災訓練を実

施した。 

防災訓練 

7 回実施 

※うち 1 回は保護

者・地域住民参加型 

業務継続に

向けた取組 

感染症や非常災害発生時の業務継続に向け、以

下の取り組みを行う。 

○業務継続計画等の策定 

○施設職員を対象とした研修と訓練の実施 

職員会議で共有と

見直しを実施 

 

福祉避難所

の設置・運営 

大規模な災害の発生後、すみやかに福祉避難所

を開設できるように設置・運営に関する訓練や適

切な備蓄品の管理、更新補充を適宜行った。なお、

設置・運営に関する訓練は、地域住民や関係者に

参加いただく機会を設けた。 

福祉避難所機材使

用訓練 

3 回実施 

地域住民参加型避

難訓練 

1 回実施 
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荒川生活実習所 及び 荒川福祉作業所運営事業拠点区分（※指定管理施設） 

 

 １７ ．荒川生活実習所 及び 荒川福祉作業所事業サービス区分  

 

施設概要 

1．概要 

 荒川区立荒川生活実習所及び荒川福祉作業所の運営は、平成 18 年度に区からの一部業務の受託、

平成 19 年度から区の指定管理者として運営を開始した(平成 24年 3 月まで第 1期、平成 29 年 3 月ま

で第 2期、令和 4年 3 月までが第 3期指定管理期間)。 

平成 21 年度には、障害者自立支援法に基づき、荒川生活実習所は「生活介護事業」、荒川福祉作業

所は「就労継続支援 B型事業」及び「就労移行支援事業」にそれぞれ定員を拡大して移行した。平成

25 年度からは障害者総合支援法に基づく施設となっている。引き続き令和 4年度から令和 8年度まで

の第 4期指定管理期間を運営し、令和 6年度は 3年目でとなる。 

2．目的 

 ◆荒川生活実習所 ＜生活介護事業＞ 

 区内の 18 歳以上の知的障がい者及び身体障がい者が施設における日中活動を通して、様々な生活

経験を重ねる中で、基本的な生活習慣や生活スキル、社会的スキルを習得し、ともに活動する利用者

同士また職員や地域の方々との関係の中から、お互いを認め合い心地よく過ごせる関係性を身に付

け、その人らしく社会の一員として自立して暮らしていけるよう、利用者一人ひとりに合わせた支援

を行うことを目的とする。 

 ◆荒川福祉作業所 ＜就労継続支援 B型事業＞ 

 通常の事業所に雇用されることが困難な知的障がい者及び身体障がい者に対して、福祉的就労の機

会を提供するとともに、生産活動やその他の活動の機会を通じて、自立に必要な知識及び能力の向上

のための訓練等を行い、利用者が社会の一員として自立した日常生活、社会生活を送れるよう支援す

ることを目的とする。 

 ◆荒川福祉作業所 ＜就労移行支援事業＞ 

 就労を希望する 65 歳未満で通常の事業所に雇用されることが可能と見込まれる知的障がい者及び

身体障がい者に対し、生産活動やその他の活動の機会を提供する。そして、就労に必要な知識及び能

力の向上のための訓練・職場体験等を含めた求職活動に関する支援・職場の開拓・就職後における職

場への定着のために必要な相談等を行い、利用者が社会の一員として自立した日常生活、社会生活が

送れるよう支援をすることを目的とする。 

3．利用定員 

 ◆荒川生活実習所  47 名 

 ◆荒川福祉作業所  55 名（就労継続支援 B型事業 48 名、就労移行支援事業 7名） 

4．登録人員 

 ◆荒川生活実習所  42 名 

入所  2 名  退所  3 名（4月 1名、8月 1名、9月 1名） 

  退所理由 区外施設入所 2名、死亡１名 

◆荒川福祉作業所  40 名（就労継続支援 B型事業 39 名、就労移行支援事業 1 名） 

入所  5 名 就労継続 B型（4月 1名、6月 2名、12月 1名）就労移行支援（2月 1名） 

 退所  4 名 就労継続 B型（6月 1名、10月 1 名、1月 1名）就労移行支援（9月 1名） 

  退所理由 就労継続 B型 区外施設入所 1名、療養型病院入院１名、就労移行支援通所 1名  

就労移行支援 企業就労 1名 

5. 開 館 日          243 日 月曜日～金曜日(土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く) 

 

6．所 在 地(両施設)  荒川区荒川 1-53-9 (1 階・2階) 

 ◆荒川生活実習所  1 階 ◆荒川福祉作業所 2階 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

充実事業 

（荒川生活実習所及び荒川

福祉作業所） 

1）将来を見据えた支援（利用者家族の支援） 

利用者及び生活を支えている家族の高齢化が

進み、将来を見据えた支援が必要となっている。

関係機関との連携と協力に努め、福祉サービスや

成年後見制度の情報提供を実施した。 

対応の必要な利用者についてケース会議を区

障害者福祉課、特定相談事業所、グループホーム

職員等と実施。 

医療対応の必要な利用については医療機関、特定

相談事業所、サービス管理責任者・看護師が参加

したケースカンファレンスを実施した。 

2）記録環境整備（個別状況に応じた計画策定記録

の実施） 

令和 4年度から記録ソフトを導入し、利用者支

援や健康に関する情報の一元管理に取り組んで

いる。これにより、職員間で利用者に関する情報

の共有がより密となり、個別支援の充実や家族・

関係機関との連携の強化を意識した取り組みを

実践した。 

個別支援計画や関係機関との情報共有おいて、

書面での説明に加え動画を使用し、理解しやすい

説明を実践した。 

3）災害時における地域・保護者との連携 

 地震、火災、洪水といった災害の種類や規模に

対応した避難（防災）訓練を毎月実施する。なお、

年一回以上、町会や自治会等と合同で実施する。

また、非常時や災害時の連絡手段となる災害伝言

ダイヤル訓練等を実践した。 

 災害物品の管理、感染症対策、放送訓練、分散

配置訓練、館内点検等については、それぞれの目

的や職員の役割を明確にして実施した。 

4）職員の計画的なステップアップ 

質の良い生活支援や作業支援を提供するため、

利用者個々の障がい特性を理解し、適切な対応を

行うための知識と技術の習得を図る。 

強度行動障害支援者養成研修やサービス管理

責任者研修等、職員が経験年数等に応じてステッ

プアップできる研修を実施した。 

 

 

 

必要に応じ適宜実

施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別支援計画につ

いて、中間、期末期

にグループ職員（ケ

ース検討会議）、サ

ービス管理責任者

と担当職員でケー

ス会議を実施。 

 

 

 

 

災害伝言ダイヤル

の訓練を実施 

8月30日～9月5日 

参加人数 15 名 

1 月 15 日～21 日 

参加人数 17 名 

 

 

 

4）個々の職員のキ

ャリアパスを見据

えオンライン研修

に全職員が受講し

た。毎月テーマ別研

修を実施した。 

強度行動障害支援

者養成研修は 1 名

の職員が修了。4名

の職員が基礎研修

を受講。 

生活介護事

業（荒川生活

実習所） 

 

 

 

 

生活介護事

業 

 

 

 

 

 

≪日常活動≫  

運動、創作活動、仕事(受注作業や自主生産品作

製・販売等)、音楽活動、レクリエーション、農園

での作業、サークル活動、調理実習、お茶会、誕

生会、自治会活動、外出活動など多彩な活動メニ

ューを実施する。これにより、障がい特性、年齢、

体力、興味関心等によって異なる幅広いニーズに

 

常時実施 

週に 2 回設定して

いるグループ活動

では、グループ毎に

利用者からのニー

ズに応じたプログ
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応じ、様々な経験を通して利用者それぞれの持て

る力を発揮できるよう日常活動を実施した。 

 

 

 

 

≪基本的生活活動≫ 

 食事・排泄・移動・更衣・整容・清潔保持等に

ついて、食形態の変更等も含む支援により機能維

持を図るとともに、行動障がいの予防的な支援や

自立を促す介助・声かけ等により、生活スキルの

向上を図った。 

≪コミュニケーション活動≫ 

 利用者同士や職員、ボランティアを含む地域の

方々との日常的なコミュニケーション・関係づく

りを通して、集団の中で安心して楽しく、互いに

心地よい環境で過ごすためのコミュニケーショ

ン方法や協調性・社会性を身に付ける支援を実施

した。タブレット端末のアプリを活用した視覚的

な意思決定、交流活動などを通して、コミュニケ

ーションの充実を図った。毎月の全体会での進行

役や誕生日を迎える利用者へのプレゼントの購

入・メッセージカードの作成と贈呈を担当するこ

とで役割を持った活動に取り組んだ。 

≪講師活動≫ 

 専門的な講師の指導のもと、利用者の興味関心

のある５つの活動（トランポリンやレクリエーシ

ョン、アート、アロマセラピー、木工）から利用

者が選択して参加する。 

 講師活動は、施設職員以外の人と関わる機会に

もなっており、活動の成果は、障がい者の理解を

深めるための啓発・広報活動として実施した。 

≪合同プログラム≫ 

自治会企画、全体会やボランティア・実習生に

よる活動をグループの枠を超えて実施し、グルー

プ以外の利用者や職員と関り、共有する機会を提

供した。 

≪外出活動≫ 

外出活動を通じて、知識や経験を広げ、社会の

決まり事やその意味を学ぶ機会を設けた。 

○トランポリン活動 

楽しみながら体を動かし、情緒の安定を図っ

た。 

○宿泊訓練 

施設の仲間たちや職員と寝起きをともにする 

体験を通じて、社会性、自律性を高める機会とし

て実施した。 

○バスハイク 

 宿泊訓練における社会参加及び余暇活動の 

ラムの実施を行っ

た。 

利用者の代表によ

る自治会企画とし

て音楽活動を実施

した。 

 

常時実施 

 

 

 

 

 

常時実施 

ウォ－キングや音

響機器を活用し、体

力の向上や、他の利

用者とのコミュニ

ケーション支援を

実施。ボランティア

の受入と活動内容

の充実を図った。 

 

 

 

レクリエーション、

トランポリン、アロ

マセラピー、絵画

（各 4回） 

木工活動（1回） 

 

 

随時実施 

 

 

 

 

 

 

 

〇トランポリン活

動 全3日程（19名

参加） 

〇宿泊訓練 

戸山サンライズ 

全 5日程 

（36 名参加） 

〇バスハイク 

葛西臨海水族園 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

生活介護事

業（荒川生活

実習所） 

生活介護事

業 

代替として実施した。 全 5日程 

（34 名参加） 

就労継続支

援 B 型事業 

及び 就労移

行支援事業 

（荒川福祉作

業所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労継続支

援 B型事業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪生活支援≫ 

利用者の障がいの状況・健康状態・生活環境等

を把握し、個別支援や集団支援を通して、基本的

な生活習慣の習得、社会性の向上、健康管理、利

用者の力を伸ばすことを目的として以下の取組

みを実施した。 

 

①利用者とその家族が安心し充実した生活を送 

り、将来の生活の希望を描けるよう、日常のコ

ミュニケーションや相談を実施した。 

 

 

②生活の幅を広げ、利用者が主体性を持ち生活し 

続けることができるよう、各種行事や趣味活動

を充実させた。 

 

 

 

 

 

③看護師による健康チェックや栄養士による 

食事の管理のほか、看護師や栄養士による健康 

講座や体操プログラムを実施し、健康を保って 

地域生活を続けられる支援を実施した。 

 

≪作業支援≫ 

利用者が働くことを通じて力を伸ばし、充実感 

や自己肯定感を高め、社会での役割を感じながら 

充実した人生を送ることができるよう、以下の取 

組みを実施した。 

 

①多様なニーズに応じた支援 

現在、作業所には 10～80 歳代までの幅広い年

代の利用者が通所している。利用者一人ひとり

に、その人らしい仕事や生活を送っていただける

よう、目的別に 3つのグループを設け、作業（仕

事）を中心とした支援プログラムを実施した。 

ⅰ）作業中心グループ 

若年層を中心とし、作業をし続ける力・就労で 

きる力を養うことを目的とする。就労希望者

は、就労移行支援事業を経て、一般就労を目指

す支援を実施した。 

ⅱ）作業プラス余暇活動グループ 

 作業を中心としつつ、適度にレクリエーション

や余暇的活動プログラムを実施する。 

ⅲ）作業プラス健康維持・体力維持活動グループ 

≪生活支援≫ 

 

 

 

 

 

 

①保護者連絡会 

4 月 15 日、6 月 28

日、9月 6日、10月

10 日、12 月 12 日、

2 月 6日  

② 

誕生会、お茶会 

6 月 16 日、9月 8日 

12 月 20 日、3 月 7

日  

班レクリエーショ

ン 

7 月 5日、1月 9日 

③健康（げんき）講

座  

6 月 6日、3月 6日  

 

 

 

 

 

 

 

 

①常時実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 50 －



 

大項目 小項目 事業の内容 実績等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業を中心としながらも、健康維持や体力維持

を目的とする。介護予防の視点を持ち、体操、

健康講座を実施した。 

②自主生産品の販路拡大 

一般企業等からの受注作業を中心としつつ、自 

主生産品の作製、販売、各種イベントへの出店を

行う。社協のネットワークを活用した広報を実施

し、共同受注や新規取引先の開拓を進めた。利用

者が主体的に関わり、作業の一環として取り組め

る製品として、「イラストポチ袋」等を作製した。 

 

③就労意欲を高める取り組み 

利用者が仕事への誇りや充実感を感じられる 

よう、利用者の特性を十分考慮し、特性に合った

作業を継続的に得られるよう、一般企業等に営業

活動を行い信頼関係の構築に努めた。また、作業

所内の環境を整備して作業を割り振り、働くモチ

ベーションを持続できるよう支援を実施した。 

利用者の個々の特性に合わせた仕事を引き受

け、与えられた材料を処理して収入を得る。加工

代金は、工賃として利用者に支給した。 

令和 6年度の取引業者数は 6社、年間の売上（税

込）は 7,116,303 円。内就労継続支援 B型事業所

の工賃支給額は、6,440,690 円。月間の工賃支給

額を各月の支給人数で割った1人当たりの平均工

賃月額は 14,160 円であった。令和 5年度に比べ、

売上（税込）は 1,395,925 円の増額、工賃支給総

額は、1,301,480 円の増額となった。増額の理由

は、利用者の作業育成の効果と職員に対するＯＪ

Ｔ実施、など、≪作業支援≫の影響が大きい。 

 

④社会とのつながり 

社会参加や地域交流を目的として、自主生産品

の作製における専門家やボランティアとの協働

やイベントでの自主生産品の販売を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤一般就労を目指す方への支援 

一般企業等での指導、訓練を受けることに 

より、就労につながることが期待できる利用者に

ついては､利用者本人､保護者並びに受け入れ先

と十分な連携を図ったうえで､各種団体・一般企

 

 

 

②随時実施 

自主生産品年間 

売上  239,213 円 

社協だより 5 月号

に自主生産品販売

予定を掲載。 

ＨＰでのイベント

情報発信 

③常時実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④随時実施 

自主生産販売 

ふれあいマーケッ

ト・あらかわ手づく

り市・弁天祭・施設

公開・花畑学園祭・ 

福祉まつり・やかま

し祭・アラカワマル

シェ 

地域活動サロン 

「画材巡回プロジェ

クト巡り堂」参加  

10 月 29 日 3 名 

⑤随時実施 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

就労継続支

援 B 型事業 

及び 就労移

行支援事業 

（荒川福祉作

業所） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労継続支

援 B型事業 

業等の見学を実施する。今年度は、対象者が不在

のため実施なし。 

⑥就労移行支援事業との連携 

令和元年度より、就労継続支援 B型事業の利用 

希望者に対する就労アセスメントを実施してい

る。 

今後は、これまでの就労アセスメントの取組み

を評価し、区と就労選択事業の実施を検討する。

就労継続支援 B型事業の利用者が、就労移行支援

事業を利用し、将来的に一般就労を目指せるシス

テムの構築を実施した。 

 

⑦目標工賃達成指導員の配置による安定した工 

賃の確保令和 5年度に、新たに目標工賃達成指導 

員が配置された。生活支援や職業支援、目標工賃 

達成支援などの分業化により専門性を高めるこ 

とで、目標工賃額を月平均 12,000 円に設定し、目 

標を達成した。 

目標工賃達成指導員は、主に以下の業務を担当 

した。 

ⅰ）受託先企業と交渉して「作業単価」の向上。 

ⅱ）新規受託先企業の開拓、利用者の作業能力向

上の支援を行い「高単価の作業受注」を実施

した。 

ⅲ）「作業工程」の見直しを行い、作業効率を改善

した。 

ⅳ）自主生産品の開発やその「作業工程」の策定、 

「販売先」での継続販売を実施した。 

「作業種目」 

・建築金具の組み立て・鉛筆の袋入れ・箱詰

め 

・建築金具等の仕分け・書類の丁合・自主生

産品の作製(アクセサリー等)・各種イベント

での販売。 

≪全日外出≫ 

地域に出て人と接し、様々な体験や交流を経験

する機会とする。外出先を選択制にすることで、

利用者の自発的活動を促すことを目的とする。年

１回の活動を通じて、利用者の心身のリフレッシ

ュを図るとともに、社会でのマナーを学び、社会

経験を広げ自立支援の一環として実施した。 

≪バスハイク≫ 

家庭や通所施設を離れた場での生活を経験す

ることで、自立心を育てるとともに、利用者同士

の親睦を深め、社会経験の拡大を図る。また、日々

の労働の対償として楽しめる機会を提供し、就労

意欲の向上につなげた。 

 

 

⑥随時実施 

就労継続支援 B 型

の利用者 1 名が一

般就労を希望し就

労移行の利用を開

始した。 

 

 

 

 

⑦常時実施 

令和 6年度 

平均工賃月額 

    14,160 円 

東京都障害者施設

生産活動応援セン

ターからの新規受

注先企業 3 件から

の取引を継続した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪全日外出≫ 

東京タワー  5 回 

利用者 21名参加 

サンシャイン水族

館      2 回 

利用者  10 名参加 

 

≪バスハイク≫ 

11月29日に千葉県

航空科学博物館に

バスハイクを実施。 

利用者 30名参加 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

 就労移行支

援事業 

利用者の要望及び適性（心身の状況、作業スキ

ル等）のアセスメントを実施し、一般就労を目的

として、就労時に必要とされる作業スキルや集中

力、就労意欲及び職場での対人コミュニケーショ

ンを習得するため、以下の取り組みを実施した。 

①パソコン、事務補助訓練、就労に関する講義、 

生活に関する講義のほか、他機関や就労継続支

援Ｂ型事業と連携した事務補助等の実習、作業

実習等のプログラムの実施。 

また、併設の就労継続支援Ｂ型事業の利用者

で、就労を希望する方が、1 名が就労移行支援

事業を利用につながった。 

 

②ハローワークや障害者就労支援センター、区内 

の他の就労移行支援事業所等と連携して最新

の情報を収集し、利用者に企業説明会や実習の

情報を提供する。実習から就職面接、就労まで

の支援を行い、利用者の就労後も職場へのフォ

ローアップを実施した。 

就労アセスメント  

6 件実施 

 

 

 

①常時実施 

就労継続支援Ｂ型

を 1 年 4 か月利用

後、移行支援で訓練

期間 1年を経て、一

般企業へ就労し、毎

月、フォローアップ

を実施した。 

②参加会議体 

ハローワーク足立

障害者就労支援連

絡会 

自立支援協議会 

しごと部会参加 

荒川生活実

習所・荒川福

祉作業所共

通事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別支援計

画の策定 

 その人らしく自立して地域で暮らしていける

よう、一人ひとりのニーズを随時把握し、目標や

支援方法を定める個別支援計画を策定して支援

を行う。その過程と結果をもとに、利用者の自信

や職員との信頼関係につながるよう目標や支援

方法の見直しを実施した。 

常時実施    

生活実習所 42名 

福祉作業所 40名 

相談支援 本人のみならず、家族にとって最も身近に相談

ができる機関として機能できるよう、随時の面談

等の充実を図り、ニーズのキャッチと将来の生活

設計や成年後見制度等を含めた相談に力を入れ

る。また、特定相談支援事業者等の関連機関と連

携した支援の充実や各家庭への必要なサービス

の案内等を行った。 

常時実施  

高齢の保護者や利

用者の状況に異変

があった際は、自宅

訪問や送迎の付添

いを行った。 

施設課、特定相談事

業所との情報共有

会議を実施した。 

健康管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○健康維持のため、個々の利用者の体調・疾病状

況・健康状態を把握するとともに、日常的支援

や看護師・栄養士等からの助言等を実施した。 

〇日常的に看護師が健康管理を実施した。(連絡

帳の確認、検温、バイタルチェック)。 

〇疾病の予防と早期発見に努め、健康の保持・増

進を実施した。 

○理学療法士が作成した個別の体操プログラム

に沿って運動を行い、身体機能の維持を実施し

た。（生活実習所） 

〇健康診断を年 1回実施した。 

〇医務室にて専門医(内科医・精神科医)の診察や

健康相談を実施した。 

〇保護者に対して、健康及び保健衛生についての

知識の普及と啓発を行うための情報提供を実

常時実施 

〇健康診断 

生活実習所 3回 

福祉作業所 2回 

訪問歯科検診 

生活実習所 2回

福祉作業所 2回 

 

◆生活実習所 

日々のミーティン

グで利用者の情報

共有。 

療養後の利用再開

にあたり、保護者、

医療機関等から情
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

荒川生活実

習所・荒川福

祉作業所共

通事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康管理 

 

 

 

 

 

 

施した。 報提供を受け、多職

種の連携のもと個

別の体調に適した

支援を実施した。 

･理学療法士による 

運動機能の確認及

び運動指導を実施

(年 24 回)。 

給食事業 利用者の健康保持・増進を図るため、行き届い

た衛生管理下で調理された栄養のバランスの良

い給食を提供した。また、個々の利用者が食べや

すい食事形態や食器に配慮し、自立に向けた食事

支援を実施した。必要に応じて、利用者、保護者、

関係者に対して栄養相談・栄養指導を実施した。 

常時実施 

嗜好調査 

年 1 回実施 

検食担当が献立の

おすすめコメント

を掲示し給食への

興味や話題につな

げる取り組みを行

った。 

毎月の給食会議を

通し、施設行事や季

節感のある食材を

使用した献立づく

りを行った。 

通所支援 利用者の通所のため、車いす用リフト付きマイ

クロバス 3台の委託運行を実施。送迎時における

利用者への適切な対応を目的として、定期的な会

議を設け、利用者の状況等を共有した。（荒川生活

実習所）。 

一人で通所する利用者については、家族と連携

して、安全に通所できる体制の整備を実施した。 

常時実施 

利用者の障害特性

等を考慮し送迎ル

ートや座席の見直

しを定期的に行い、

委託業者との送迎

会議を毎月実施。 

行事及び地

域交流・啓発

事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の方々との交流を行い、地域での豊かな生

活と暮らしやすい地域づくりにつなげた。また、

交流を通じて、地域の方々に障がいのある方々へ

の理解を促進した。 

なお、生活介護事業、就労継続支援Ｂ型事業と

就労移行支援事業で、それぞれの事業目的に応じ

て参加する行事や地域交流事業を調整して実施

した。 

≪施設公開≫ 

 施設を一般公開するとともに、地域住民を招待

し、作業・活動公開や作品展示、自主生産品の販

売等による様々な方々との交流を通じて、障がい

者等への理解を促進した。 

令和 6年度は、隣接するあらかわエコセンター・

荒川たんぽぽセンターと同日開催とした。 

 

 

 

 

◆生活実習所 

絵画交換 

7 か所 66 回実施。 

◆福祉作業所 

地域清掃 毎月実施 

 

 

 

≪施設公開≫ 

・来所者 268 名 

◆生活実習所 

保護者会によるバ

ザー、飲料販売を実

施。 

◆福祉作業所 

作業体験、自主生産

品の販売を実施 
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≪ハートフル運動会≫ 

 心身障害児者福祉連合会主催の運動会に参加

し、運動会の雰囲気を味わいながら、様々な障が

いのある方々や中学生をはじめとするボランテ

ィア等との交流を図った。 

 

≪入所式・二十歳の成人を祝う会≫ 

入所者や二十歳になった利用者を利用者・職

員・保護者をはじめ、地域の方々とともにお祝い

する。 

準備や式典での進行は、利用者の代表である自

治会と施設職員が共同で実施した。 

 

 

 

 

 

≪情報紙の発行≫ 

 地域の方々に施設の活動や障がい者について

知っていただくため、地域交流情報紙「あらせい・

あらふく」を年 2回発行した。 

 

≪アート展示≫ 

 施設の身近な地域の公共施設や飲食店などで

利用者の作品を展示し、より多くの地域の方々が

利用者の作品に接することにより、障がいのある

人と施設についての理解を深めてもらう機会と

した。（荒川生活実習所）。 

 

 

≪自主生産品の販売≫ 

 利用者が活動でつくった「自主生産品」を地域

の催し物等で販売した。 

 

 

 

 

 

 

≪見学者・ボランティアの受け入れ≫ 

行事等を含めた活動全般を、日常的にボランテ

ィア活動ができる場とし、地域の方々との交流を

通じ利用者の人間関係を豊かにする。随時、見学

者を受け入れ、施設の設置目的や障がい者への理

解を促進した。 

また、サマーボランティアや企業の新任職員研

修の受け入れを実施した。 

 

 

 

生活実習所 

32 名参加 

福祉作業所 

24 名参加 

計 56 名参加 

＜入所式＞ 

生活実習所 

4 月 12 日   2 名 

福祉作業所 

4 月 15 日   1 名 

＜二十歳を祝う会

＞ 

生活実習所 

 1 月 17 日 1 名 

福祉作業所 

 1 月 30 日 2 名 

 

10 月と 2月に発行 

（区内公共施設 5 か

所 協力店１か所） 

 

 

障害者施設合同作

品展示「ゴチャマ

ゼ・イロイロ展覧

会」に出展。 

障害者週間に区役

所展示スペースに

展示。 

 

◆生活実習所 

自主生産品（ガラ

ス、ビーズ製品）を

施設公開、地域の行

事にて販売した（4

回）。受注製品（箸

の袋詰め作業）を受

注(10 回)。 

 

◆生活実習所 

創作ボラ   2 名 

活動ボラ   3 名 

行事ボラ   4 名 

ヘアカットボラ 1

名 

代読ボラ   4 名 

サマボラ    19 名 

峡田ふれあい館所
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荒川生活実

習所・荒川福

祉作業所共

通事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行事及び地

域交流・啓発

事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪体験実習・進路実習の受け入れ（利用者）≫ 

特別支援学校や関係機関からの依頼に応じて

受け入れており、実習生の特性に合わせて、実習

するグループや活動プログラム等を調整して受

け入れを実施した。 

 

≪資格取得のための実習受け入れ（一般）≫ 

社会福祉士や保育士、教員免許等の資格取得の

ための実習の受け入れを実施した。 

 

属サークルボラ 

ダンス 2組23名 

音楽ボラ 4名 

◆福祉作業所 

サマボラ   3 名 

作業ボラ   2 名 

活動ボラ   3 名 

◆生活実習所 

社会福祉士実習 

6 名 

保育士実習   7 名 

進路実習生   4 名 

他、見学受け入れ実

施 

◆福祉作業所 

社会福祉士実習 

6 名 

保育士実習   6 名 

障がい者虐

待防止・身体

拘束等の適

正化 

 

不適切な身体拘束を含めた障害者虐待を防止

するため、施設職員への研修の実施や虐待防止委

員会を定期的に実施した。 

人権チェックシー 

ト毎月実施 

虐待防止委員会 

毎月実施 

◆生活実習所 

虐待防止研修 

4 月 5日 

新規職員 2名参加 

3 月 7日 22 名参加 

◆福祉作業所 

虐待防止研修 

4月 18日 11名参加 

感染症対策  感染症の発生及びまん延を防止するため、「日

常生活における基本的な感染対策」や「感染症対

策の研修及び訓練」等を実施した。 

 

 

生活実習所 

感染症対策委員会 

7 回 

吐物処理研修 5 回 

福祉作業所 

感染症対策委員会

4回 

吐物処理研修 1 回 

防災訓練 

 

 

 

 

 

 発災時の利用者の安全を確保するため、総合防

災訓練を含め、地震・火災等を想定した各種訓練

を行う。また、大規模防災訓練の内 1回は、保護

者及び地域住民参加型の防災訓練として実施し

た。 

生活実習所 

小規模訓練 8回 

大規模訓練 3回 

福祉作業所 

 小規模訓練 9回 

大規模訓練 3回 

業務継続に

向けた取組 

感染症や非常災害発生時の業務継続に向け、以

下の取り組みを行う。 

○業務継続計画等の策定 

○施設職員を対象とした研修と訓練の実施 

職員会議で共有と

見直しを実施 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

福祉避難所

の設置・運営 

大規模な災害の発生後、すみやかに福祉避難所

を開設できるように設置・運営に関する訓練や適

切な備蓄品の管理、更新補充を適宜行った。なお、

設置・運営に関する訓練は、地域住民や関係者に

参加いただく機会を設けた。 

 

新任及び異動職員

を対象に実施 

6 月 12 日（11 名） 

合同訓練 

 3 月 21 日（30 名） 
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公益事業区分 

 

障害者福祉会館（アクロスあらかわ）運営事業拠点区分（※指定管理施設） 

 

 １．障害者福祉会館（アクロスあらかわ）事業サ－ビス区分  

 

施設概要 

 

1．概要・目的 

 平成 9年 8月に開館し、今年度で開館から 27年となる。 

障がいのある方の社会参加を支援する地域の拠点となるよう、さまざまな社会資源の有効活用を図

りながら、障がいのある方やボランティアの活動の場として、また、多くの区民の方々との幅広い交

流を深める場として、広く利用されることを目指している。 

 同時に、「誰もが安心して暮らし続けられる街」づくりの拠点として、荒川区社会福祉協議会が長年

培ってきたネットワークを活かし、文化活動、交流の場づくり、心のバリアフリーの推進、情報提供

など各種事業の取り組みを行っている。 

 平成 26年度から、福祉避難所の指定を受け、災害時の拠点としての機能も持ち合わせている。 

 また、同年より、特定相談支援事業者の指定を受け、荒川区における障がい者福祉の総合的な拠点

として、障がいのある方やそのご家族が安心して来館・相談できる場所を目指している。 

 令和 3年度から、地域生活支援拠点として荒川区から指定を受け、区、基幹相談支援センター、

他の地域生活支援拠点や相談支援事業所との一層の連携に努めた。 

 

2．利用時間  午前 9時～午後 10時 

 

3．休館日   毎月第三火曜日、年末年始 

 

4．施設内容  1階 事務室、多目的ホール 

（令和 6年度）  2階 第一会議室(生きがい活動室)、第二会議室(洋室)、交流ロビー、点字ワープロ

室、対面朗読室、喫茶コーナー「ステップ」(荒川区心身障害児者福祉連合会

により運営) 

        3階 第三会議室（和室）、幼児コーナー、共用活動室、更衣室 

 

5．所在地   荒川区荒川 2-57-8 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

会館管理

運営事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  障がい当事者団体や障がいのある方をサポー

トするボランティア団体の活動拠点であり、障が

いのあるなしに関わらず交流できる場として、

「アクロスあらかわ(荒川区立障害者福祉会館)」

運営要綱に基づき、運営協議会を開催し利用者の

意見を反映した会館運営に努めた。  

第 1 回：7月 2日 

第２回：3月 7日 

運営委員 14 名 

貸室・交流

ロビー運営

事業 

障がいのある方々の自主活動や障がいのある

方をサポートするボランティア活動のために多

目的ホール、会議室や印刷機などを貸出を行い、

地域の団体への貸出も行った。 

福祉新聞や点字新聞の閲覧、あらかわ区報など

による情報提供、登録団体の紹介を行う。 

また、荒川区心身障害児者福祉連合会が運営す

る喫茶コーナー「ステップ」が併設されている交

流ロビーをフリースペースとして開放した。 

 障害のある方や地域住民の方々からの様々な

相談に応じ、問題解決のためにそれぞれの専門・

関係機関と連携し、相談窓口紹介等の支援を行っ

た。 

会議室貸出件数 

3,490 件 39,951 人 

 

登録団体数 68団体 

 

感染症予防対策を継続

し、貸館の利用人数を

通常時の 2/3 程度とし

た。（6年度） 

 

喫茶コーナー「ステッ

プ」は、火～金（週 4） 

営業した。 

障がい者理

解啓発事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アクロス・連合会まつり、きもちトーク＆学習

発表会、介護フェア、ステージ発表会といった交

流イベントや障がいのある方とない方の交流講

座を通じて、障がい者及び障がい者福祉に対する

関心と理解促進を図った。 

 また、学校からの依頼により児童・生徒に対し

て障がいへの理解を深めるために、障がい当事者

の協力を得て福祉教育を行った。 

〇アクロス・連合会まつり 

登録団体から選出された実行委員会で企画・運

営し、模擬店・バザー・ステージ等を通じて地域

住民との交流、相互理解を図った。 

 

〇パネル展示 

 登録団体の活動紹介パネルや作品の展示を行

った。 

 

 

  

 

 

 

 

〇体験発表会きもちトーク＆学習発表会 

 障がい当事者や障害福祉に関わる様々な方に

思いや体験を語ってもらい相互理解を深め、福祉

教育を実施した小学生に気づいたことやこれか

ら実践したいことを発表する機会とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 7 日 

参加団体：13団体 

来場者数：318 名 

 

 

◆当館玄関ホール 

12 月 2～9日 

登録団体 6団体 

◆区役所展示スペース 

11 月 26～12 月 9 日 

登録団体 8団体 

◆ゆいの森あらかわ展

示スペース 

登録団体 8団体 

 

2 月 22 日 

発表者：6組 

観覧者：69 名 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

会館管理

運営事業 

障がい者理

解啓発事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇福祉教育事業 

区内の当事者団体の協力を得て、バリアフリー

設備の見学や障がい者との交流を目的とした事

業を行った。 

 

〇介護フェア 

 荒川区介護サービス事業者連絡会との共催に

より、区内の介護事業者とともに、生活に役立つ

介護用品や自助具等の紹介や展示などを行った。 

 

〇ステージ発表会 

 アクロスあらかわを拠点に活動している登録

団体や一般団体の成果を発表する場の提供とし

て実施した。 

10 月  1 日 39 名 

10 月 28 日  63 名  

11 月 27 日 90 名  

 

 

 

10 月 25 日 206 名 

10 月 26 日 220 名 

協力員  延べ 238 名 

  

9 月 29 日 

発表者 10団体 

観覧者：90 名 

当事者・支

援者向け講

座 

障がい当事者の生活の質を高める講座として、

聞こえづらい人向け手話講座やパソコン教室、生

活の楽しみに繋がる趣味の講座などを行う。 

障がい者を支援するため、障がいの理解や障が

い者を支援する方法を身に付ける講座として、文

字による情報提供が必要な障がいのある方を支

える要約筆記講座を行った。 

○障がい者向けパソコ

ン入門講座 

11 月 3･10 日実施 

参加者 5名 

○楽しむ講座 

①ユニバーサルスポー

ツ：ボッチャ 

12 月 1 日 26 名 

②フラワーアレンジ 

12 月 3 日 12 名 

③リズム体操 

1 月 27 日 9 名 

2 月 9 日  10 名 

○要約筆記講座 

9 月 1日～12月 1 日 

全 11 回 日曜実施 

申込者  15 名 

修了者  14 名 

防災訓練  障がいのある方を中心に不特定多数の方が利

用する施設における災害発生時の対応や、福祉避

難所についての理解を深めるため、アクロスあら

かわの利用者や地域住民、職員がともに学ぶ機会

として防災訓練を実施した。 

 また、障がい別または団体ごとの防災訓練や福

祉避難所の体験会等を通して、障がい当事者が日

頃から災害時に備え、考え、学び合うワークショ

ップを開催した。 

 

○昭和睦会合同防災訓

練 

8 月 25 日 

参加者：100 名 

 

○聴覚障がい者向け救

急講習（AED の使用法） 

3 月 9日 

参加者 16 名 

見学者 24名 

福祉避難所

の設置・運

営 

 大規模な災害の発生後速やかに福祉避難所を

開設できるよう、設置・運営に関する訓練や適切

な備蓄品の管理、更新・補充を適宜行った。 

 なお、福祉避難所の運営を共同で行っていける

よう、設置・運営訓練には、障がい当事者を含む

施設利用者や地域住民の参加を得た。 

備蓄品の補充実施 

防災訓練にあわせ、備

蓄品の在庫、防災備品

の設営を確認した。 
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大項目 小項目 事業の内容 実績等 

計画相談

支援及び

障がい児

相談支援

事業（再

掲） 

障がい者虐

待防止の取

り組み 

利用者や関係者との面談やモニタリング等を通じ、虐待の早期発見、職

員による虐待防止のため「職員への研修の実施」や「虐待防止委員会の定期

的な開催」に取り組んだ。管理者が研修に参加しミーティングを通じて研

修内容の共有を図った。 

感染症対策 感染症の発生及びまん延を防止するため「日常生活における基本的な感

染対策」に取り組んだ。来館時手指消毒、机椅子の消毒を継続実施した。 

業務継続に

向けた取り

組み 

 感染症や非常災害発生時の事業継続に向け、以下の取り組みを実施した。 

○事業継続計画等の策定 

○職員を対象とした研修と訓練の実施 

○防災備蓄品の在庫の確認、災害備品の使用法の確認を実施利用者や関係

者との面談やモニタリング等を通じ、虐待を早期発見すること、また職

員による虐待を防止するため職員への研修や虐待防止委員会の定期的な

開催に取り組んだ。 
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その他の公益事業拠点区分 

 

 

 ２．おもちゃ図書館事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業の内容 実績等 

おもちゃ図書館事業 

（公益事業） 

 心身に障がいのあるこども達と障がいのないこども

達が、おもちゃを通して楽しく遊ぶ中で、心身の発達を

促した。 

 また、地域の方々との交流を図り、地域ぐるみで子育

てを応援することを目的に、ボランティアの協力のも

と、事業を実施した。 

ボランティア数 

1,194名参加 

 

ボランティア交流会 
対象 34名 
2月 12日 16名参加 
2月 21日 12名参加   

 

 おもちゃ病

院 

壊れてしまったおもちゃを直すボランティア「トイド

クター」による活動。週 1回程度開催した。 

おもちゃ修理受付 

504件 

手作りおも

ちゃ 

 布の絵本やフェルトのおままごと玩具等を手作りし、

おもちゃ図書館でのこども達の遊びを豊かにするボラ

ンティア活動を週 1回程度開催した。 

48回開催 

ふれあいお

もちゃ図書

館 

子育て中の方やこどもに対して、シニアボランティア

が昔遊び等を通じて世代間交流を図る活動については、

シニアの方が作成した折り紙等をこどもたちの遊び道

具として使う形で実施した。 

随時 
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社会福祉法人荒川区社会福祉協議会 

令和 6年度事業報告の附属明細書 

  

１ 第四期あらかわ粋・活計画の推進（計画期間：令和 5 年度～令和 9 年度） 

  令和 6 年度は本計画の 2 年目として下記のように実施した。 

「Ⅰ．みんなで支えるまちにしよう。」 

粋・活サロン活動は長いコロナ禍の後徐々に再開し、世話人を中心に運営され

88 か所のサロンが活動し、延べ 21,601 名が参加した。 

「Ⅱ．一人ひとりを大切にしあうまちにしよう。」 

地域住民の方が抱えるどこに相談したらよいのかわからない相談を受け止め

るため、「福祉の何でも相談会」を区内 6 か所で開催した。3 年目の実施となり、

様々な場所で行うことで、幅広い世代から多様な困りごとを伺い、社協内や関係

機関との連携し、相談機関につなげた。 

「Ⅲ．災害時に助けあえるまちにしよう」 

さくら教室（区立中学校特別支援学級の卒業生を中心とした多面的に余暇を楽

しむ教室）の方々を対象に民生委員や地域の方、ボランティア、障がいのある当

事者の方々とともに地域を歩く防災まちあるき「ユニバーサルウォーク」を実施。    

ボランティア団体、当事者団体を対象に「防災・減災および被災者支援活動にお

ける多様な団体との連携について」の研修を行うなど、災害などの発生に際して

平時からのつながりを大切にしていくことを再確認した。 

「Ⅳ．あらかわ粋・活計画を推進するための社協の体制整備。」 

 令和 6 年度は「地域の方々が必要とする社協になる」と組織目標を掲げ、職員一

人ひとりが日々の業務遂行や地域の方々に荒川社協の活動を理解していただけ

るよう広報・啓発活動に取り組んだ。 

 

２ 令和 7 年度 社協再編に向けた取り組み 

  ①令和 6 年度末で閉園となる南千住第三幼稚園跡地の活用の検討、②重層的支

援体制事業の受託に向け、都内他区市町村の実施状況を把握し当区で実施するイ

メージや体制・仕様についての検討、③障害者福祉会館と事務局に分かれていた

障がい者の相談などに関する業務について、障害者福祉会館にまとめることで、

相談に来る障がいのある方や家族に対し、より相談しやすい環境を整えることを

目的とした業務場所移転に向けた検討など、社協内連携を密に行い、複雑で困難

なケースや複合的な問題を抱えるケースなどに対応していくため、令和 7 年度に

社協再編に向けた社協内や区と協議を重ねてきた。 

  

今後も荒川社協では、様々な事業を実施する中でキャッチした区民の福祉ニー

ズ等への対応を通して、関係機関との連携強化を図りともに、対応力を高め、ど

のような相談も決して断らず、解決に向けた継続的な支援等を実践していけるよ

う、体制の整備を計画的に推進していく。 
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法人全体  
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社会福祉事業区分 内訳表 
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拠
点

区
分

 
 
 
 
 
 
 
 
尾

久
生

活
実

習
所

(
あ

ら
か

わ
希

望
の

家
)

(
単

位
：

円
) 

別
紙

３
（

⑨
）

科
 
 
　

目
期

首
残

高
当

期
増

加
額

当
期

減
少

額
目

的
使

用
そ

の
他

期
末

残
高

摘
要

 
賞

与
引

当
金

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
1
3
,
8
3
9
,
0
0
0

 
 
 
 
 
 
1
5
,
0
6
8
,
0
0
0

(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

 
 
 
 
 
 
1
3
,
8
3
9
,
0
0
0

(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

 
 
 
 
 
 
1
5
,
0
6
8
,
0
0
0

 
 
 
 
 
 
 
 
計

 
 
 
 
 
 
1
3
,
8
3
9
,
0
0
0

 
 
 
 
 
 
1
5
,
0
6
8
,
0
0
0

(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

 
 
 
 
 
 
1
3
,
8
3
9
,
0
0
0

(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

 
 
 
 
 
 
1
5
,
0
6
8
,
0
0
0

－ 144 －



－ 145 －



 

－ 146 －



 

 

 

 

 

荒川生活実習所  及び  荒川福祉作業所拠点区分 

計 算 書 類 

附 属 明 細 書 
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基
本

財
産

及
び

そ
の

他
の

固
定

資
産

(有
形

・
無

形
固

定
資

産
)の

明
細

書
自

  
令

和
 6

年
 4

月
 1

日
  

至
  

令
和

 7
年

 3
月

31
日

社
会

福
祉

法
人

名
  

社
会

福
祉

法
人

荒
川

区
社

会
福

祉
協

議
会

拠
点

区
分

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

別
紙

３
（

⑧
）

拠
点

区
分

  
  

  
  

荒
川

生
活

実
習

所
及

び
荒

川
福

祉
作

業
所

(単
位

：
円

)

資
産

の
種

類
及

び
名

称
期

首
帳

簿
価

額
(A

)
う

ち
国

庫
補

助
金

等
の

額

当
期

増
加

額
(B

)
う

ち
国

庫
補

助
金

等
の

額

当
期
減

価
償
却

額
(C
)

う
ち

国
庫

補
助

金
等

の
額

当
期

減
少

額
(D

)
う

ち
国

庫
補

助
金

等
の

額

期
末

帳
簿

価
額

(
E
=
A
+
B
-
C
-
D
)

う
ち

国
庫

補
助

金
等

の
額

減
価
償

却
累
計

額
(F
)

う
ち

国
庫

補
助

金
等

の
額

期
末

取
得

原
価

(
G
=
E
+
F
)

う
ち

国
庫

補
助

金
等

の
額

摘
要

【
そ

の
他

の
固

定
資

産
（

有
形

固
定

資
産

）
】

 
 
器

具
備

品
 
 
 
1
9
9
,
0
2
4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
7
0
,
5
4
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
1
2
8
,
4
8
4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
2
9
3
,
9
1
6

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
4
2
2
,
4
0
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
そ

の
他

の
固

定
資

産
（

有
形

固
定

資
産

）
計

 
 
 
1
9
9
,
0
2
4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
7
0
,
5
4
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
1
2
8
,
4
8
4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
2
9
3
,
9
1
6

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
4
2
2
,
4
0
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ

の
他

の
固

定
資

産
計

 
 
 
1
9
9
,
0
2
4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
7
0
,
5
4
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
1
2
8
,
4
8
4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
2
9
3
,
9
1
6

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
4
2
2
,
4
0
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
基

本
財

産
及

び
そ

の
他

の
固

定
資

産
計

 
 
 
1
9
9
,
0
2
4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
7
0
,
5
4
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
1
2
8
,
4
8
4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
2
9
3
,
9
1
6

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
4
2
2
,
4
0
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
将

来
入

金
予

定
の

償
還

補
助

金
の

額
 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
差

　
　

　
　

　
　

引
 
 
 
1
9
9
,
0
2
4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
7
0
,
5
4
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
1
2
8
,
4
8
4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
2
9
3
,
9
1
6

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
4
2
2
,
4
0
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0
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引
 
当

 
金

 
明

 
細

 
書

自
　

令
和

 
6
年

 
4
月

 
1
日

至
　

令
和

 
7
年

 
3
月

3
1
日

社
会

福
祉

法
人

名
 
 
社

会
福

祉
法

人
荒

川
区

社
会

福
祉

協
議

会
拠

点
区

分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

拠
点

区
分

 
 
 
 
 
 
 
 
荒

川
生

活
実

習
所

及
び

荒
川

福
祉

作
業

所
(
単

位
：

円
) 

別
紙

３
（

⑨
）

科
 
 
　

目
期

首
残

高
当

期
増

加
額

当
期

減
少

額
目

的
使

用
そ

の
他

期
末

残
高

摘
要

 
賞

与
引

当
金

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
1
4
,
6
7
8
,
0
0
0

 
 
 
 
 
 
1
5
,
5
2
2
,
0
0
0

(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

 
 
 
 
 
 
1
4
,
6
7
8
,
0
0
0

(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

 
 
 
 
 
 
1
5
,
5
2
2
,
0
0
0

 
 
 
 
 
 
 
 
計

 
 
 
 
 
 
1
4
,
6
7
8
,
0
0
0

 
 
 
 
 
 
1
5
,
5
2
2
,
0
0
0

(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

 
 
 
 
 
 
1
4
,
6
7
8
,
0
0
0

(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

 
 
 
 
 
 
1
5
,
5
2
2
,
0
0
0
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就労移行支援

就労支援事業収益 31,308

就労支援事業活動収益計 31,308

0
31,308

0
31,308

0

31,308
0

就労支援事業活動費用計 31,308

0

社会福祉法人名  社会福祉法人荒川区社会福祉協議会 
拠点区分        荒川生活実習所及び荒川福祉作業所

　　就労支援事業別事業活動明細書(多機能型事業所等用)
　　自 令和 6年 4月 1日 至 令和 7年 3月31日

別紙３（⑮－２）

(単位：円)

勘  定  科  目 合    計 荒川生活実習所及び荒川福祉作業所

就労継続支援B型

費
用

 就労支援事業販売原価
 　期首製品(商品)棚卸高
 　当期就労支援事業製造原価
 　当期就労支援事業仕入高
 　合計
　 期末製品(商品)棚卸高
　 差引
 就労支援事業販管費

0
7,141,905

0

0
7,110,597

0
7,141,905

0
7,110,597

0

7,141,905
0

7,110,597
0

収
益

7,141,905 7,110,597

7,141,905 7,110,597

7,141,905 7,110,597

就労支援事業活動増減差額 0 0
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別紙３（⑯－２）

(単位：円)

就労移行支援 就労継続支援B型

Ⅰ 材料費
　　1. 期首材料棚卸高
　　2. 当期材料仕入高

0
25,602

0
0

0
25,602

計 25,602 0 25,602

3. 期末材料棚卸高 0 0 0

当期材料費 25,602 0 25,602

Ⅱ 労務費
　　1. 利用者賃金
　　2. 利用者工賃
　　3. 就労支援事業指導員等給与
　　4. 就労支援事業指導員等賞与引当金繰入
　　5. 就労支援事業指導員等退職給付費用
　　6. 法定福利費

0
6,469,374

0
0
0
0

0
28,464

0
0
0
0

0
6,440,910

0
0
0
0

当期労務費 6,469,374 28,464 6,440,910

Ⅲ 外注加工費
　　（うち内部外注加工費）

0
(         0)

0
(         0)

0
(         0)

当期外注加工費 0 0 0

Ⅳ 経費
　　1. 福利厚生費
　　2. 旅費交通費
　　3. 器具什器費
　　4. 消耗品費
　　5. 印刷製本費
　　6. 水道光熱費
　　7. 燃料費
　　8. 修繕費
　　9. 通信運搬費
　　10. 会議費
　　11. 損害保険料
　　12. 賃借料
　　13. 図書・教育費
　　14. 租税公課
　　15. 減価償却費
　　16. 国庫補助金等特別積立金取崩額(控除項目)
　　17. 雑費

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

646,929
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

2,844
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

644,085
0
0
0

当期経費 646,929 2,844 644,085

当期就労支援事業製造総費用
期首仕掛品棚卸高

7,141,905
0

31,308
0

7,110,597
0

合計 7,141,905 31,308 7,110,597

期末仕掛品棚卸高 0 0 0

当期就労支援事業製造原価 7,141,905 31,308 7,110,597

社会福祉法人名  社会福祉法人荒川区社会福祉協議会 
拠点区分        荒川生活実習所及び荒川福祉作業所

　　　　　　就労支援事業製造原価明細書(多機能型事業所等用)
　　　　　　自 令和 6年 4月 1日 至 令和 7年 3月31日

勘  定  科  目 合    計 荒川生活実習所及び荒川福祉作業所
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その他の公益事業拠点区分 

計 算 書 類 

附 属 明 細 書 
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基
本

財
産

及
び

そ
の

他
の

固
定

資
産

(有
形

・
無

形
固

定
資

産
)の

明
細

書
自

  
令

和
 6

年
 4

月
 1

日
  

至
  

令
和

 7
年

 3
月

31
日

社
会

福
祉

法
人

名
  

社
会

福
祉

法
人

荒
川

区
社

会
福

祉
協

議
会

拠
点

区
分

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

別
紙

３
（

⑧
）

拠
点

区
分

  
  

  
  

そ
の

他
の

公
益

事
業

  
  

  
  

  
  

  
  

(単
位

：
円

)

資
産

の
種

類
及

び
名

称
期

首
帳

簿
価

額
(A

)
う

ち
国

庫
補

助
金

等
の

額

当
期

増
加

額
(B

)
う

ち
国

庫
補

助
金

等
の

額

当
期
減

価
償
却

額
(C
)

う
ち

国
庫

補
助

金
等

の
額

当
期

減
少

額
(D

)
う

ち
国

庫
補

助
金

等
の

額

期
末

帳
簿

価
額

(
E
=
A
+
B
-
C
-
D
)

う
ち

国
庫

補
助

金
等

の
額

減
価
償

却
累
計

額
(F
)

う
ち

国
庫

補
助

金
等

の
額

期
末

取
得

原
価

(
G
=
E
+
F
)

う
ち

国
庫

補
助

金
等

の
額

摘
要

【
そ

の
他

の
固

定
資

産
（

有
形

固
定

資
産

）
】

 
 
器

具
備

品
 
 
 
 
2
0
,
5
3
4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
2
0
,
5
3
3

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
1
5
3
,
9
9
9

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
1
5
4
,
0
0
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
そ

の
他

の
固

定
資

産
（

有
形

固
定

資
産

）
計

 
 
 
 
2
0
,
5
3
4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
2
0
,
5
3
3

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
1
5
3
,
9
9
9

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
1
5
4
,
0
0
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ

の
他

の
固

定
資

産
計

 
 
 
 
2
0
,
5
3
4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
2
0
,
5
3
3

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
1
5
3
,
9
9
9

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
1
5
4
,
0
0
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
基

本
財

産
及

び
そ

の
他

の
固

定
資

産
計

 
 
 
 
2
0
,
5
3
4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
2
0
,
5
3
3

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
1
5
3
,
9
9
9

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
1
5
4
,
0
0
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
将

来
入

金
予

定
の

償
還

補
助

金
の

額
 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
差

　
　

　
　

　
　

引
 
 
 
 
2
0
,
5
3
4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
2
0
,
5
3
3

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
1
5
3
,
9
9
9

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

 
 
 
1
5
4
,
0
0
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
0
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障害者福祉会館（アクロスあらかわ）拠点区分 

計 算 書 類 

附 属 明 細 書 
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引
 
当

 
金

 
明

 
細

 
書

自
　

令
和

 
6
年

 
4
月

 
1
日

至
　

令
和

 
7
年

 
3
月

3
1
日

社
会

福
祉

法
人

名
 
 
社

会
福

祉
法

人
荒

川
区

社
会

福
祉

協
議

会
拠

点
区

分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

拠
点

区
分

 
 
 
 
 
 
 
 
障

害
者

福
祉

会
館

（
ｱ
ｸ
ﾛ
ｽ
あ

ら
か

わ
)
 
 
 

(
単

位
：

円
) 

別
紙

３
（

⑨
）

科
 
 
　

目
期

首
残

高
当

期
増

加
額

当
期

減
少

額
目

的
使

用
そ

の
他

期
末

残
高

摘
要

 
賞

与
引

当
金

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
1
,
3
1
2
,
0
0
0

 
 
 
 
 
 
 
1
,
3
9
6
,
0
0
0

(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

 
 
 
 
 
 
 
1
,
3
1
2
,
0
0
0

(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

 
 
 
 
 
 
 
1
,
3
9
6
,
0
0
0

 
 
 
 
 
 
 
 
計

 
 
 
 
 
 
 
1
,
3
1
2
,
0
0
0

 
 
 
 
 
 
 
1
,
3
9
6
,
0
0
0

(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

 
 
 
 
 
 
 
1
,
3
1
2
,
0
0
0

(
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

 
 
 
 
 
 
 
1
,
3
9
6
,
0
0
0
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 荒川区社会福祉協議会では、区民･各種団体等から構成される会員組織を基盤として、町会･自治

会、民生委員･児童委員協議会、福祉団体、行政などの代表者から選出される、理事（15 名～ 

23 名）、監事（2 名）、及び、評議員（24 名～35 名）の決定により運営されています。 

 高齢者、障がい者、児童・母子、生活困難者、様々な方々を対象にした各種の福祉事業、市民活動の支

援、共同募金、地域福祉の啓発等々、誰もが安心して暮らせる福祉の街づくりを行っています。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

   

■事業開始年月日 昭和２８年５月２７日 

■法人認可年月日 昭和３９年１月１３日 

■本部・事務局所在地 東京都荒川区南千住１－１３－２０ 

 

社会福祉協議会（略称：社協）は「地域福祉の推進を図ること」を

目的として、国・都道府県・市区町村ごとに設置されている、社

会福祉法に定められた非営利の民間団体です。 
 

地域ネットワーク課 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

  

  地域ネットワーク課 管 理 課 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にこにこサポート 

 

移動支援サービス 

生活福祉資金貸付 

受験生チャレンジ支援貸付 
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